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一
、
教
室
の
沿
革

　

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
九
月
官
立
新
潟
医
学
専
門
学
校
の
産
科

婦
人
科
学
教
室
と
し
て
発
足
し
、
福
岡
医
科
大
学
助
教
授
で
あ
っ
た
足
立
捨

次
郎
先
生
を
初
代
教
授
と
し
て
開
講
し
た
。
以
来
上
野
道
故
教
授
（
大
正
十

年
（
一
九
二
一
年
）
八
月
〜
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
年
）（
七
月
）、
中
山

栄
之
助
教
授
（
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
年
）
七
月
〜
昭
和
三
十
八
年

（
一
九
六
三
年
）
三
月
）、
鈴
木
雅
洲
教
授
（
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
年
）

八
月
〜
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
一
年
）
三
月
）、
竹
内
正
七
教
授
（
昭
和

四
十
六
年
（
一
九
七
一
年
）
四
月
〜
平
成
元
年
（
一
九
八
九
年
）
三
月
）
の

歴
代
教
授
を
経
て
、
田
中
憲
一
教
授
（
平
成
元
年
（
一
九
八
九
年
）
八
月
〜
）

が
現
在
に
至
る
ま
で
教
室
を
主
宰
し
て
い
る
。

二
、
活
字
と
写
真
で
振
り
返
る
各
教
授
時
代
の
変
遷

足
立
捨
次
郎
初
代
教
授
時
代
（
明
治
四
十
三
年
九
月
か
大
正
十
年
四
月
）

（
一
九
一
〇
〜
一
九
二
一
）

　

初
代
足
立
捨
次
郎
教
授
は
明
治

四
十
三
年
九
月
に
産
婦
人
科
初
代
教
授

と
し
て
任
命
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
外

国
留
学
を
さ
れ
た
た
め
、
大
坪
武
之
助

講
師
が
福
岡
医
科
大
学
か
ら
赴
任
し
、

足
立
教
授
不
在
中
の
産
婦
人
科
学
教
室
の
主
任
と
し
て
教
室
を
主
宰
し
、
実

質
上
の
産
婦
人
科
学
教
室
開
祖
と
目
さ
れ
て
い
る
。

　

大
正
三
年
一
月
、
足
立
教
授
の
帰
国
と
同
時
に
代
理
役
の
大
坪
講
師
が
辞

職
さ
れ
、
島
根
県
に
開
業
さ
れ
た
。
足
立
教
授
は
事
実
上
大
正
三
年
一
月
か

ら
大
正
十
年
四
月
ま
で
勤
務
さ
れ
た
が
、
何
も
か
も
不
足
だ
ら
け
の
教
室
を

完
成
す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
苦
心
を
さ
れ
た
こ
と
は
後
述
の
上
野
教
授
の

「
思
い
出
」
に
あ
る
通
り
で
あ
る
。

足立教授

官立新潟医学専門学校正門、M43～T11頃、
新潟市医師会史より

官立新潟医学専門学校正門、T3年度卒業アルバムより

新
潟
大
学
医
学
部
産
科
婦
人
科
学
教
室
の
一
〇
〇
年
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－ 2－

附属病院遠景、T3年度卒業アルバムより

T3年度卒業アルバムより

T3年度卒業アルバムより

産科模型演習、T3年度卒業アルバムより

仮分娩室、T3年度卒業アルバムより

新潟大学医学部五十年史より、前から２列目左端に足立教授

病院事務室

看護婦寄宿舎

患者控室

附属病院前庭

伝染病隔離室

足立捨次郎教授

産婦人科診察室

婦人科手術

大坪武之助教授
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－ 3－

新潟大学医学部五十年史より、前列左から
３番目足立教授、産婆養成科学生らと

産婦人科標本室、T3年度卒業アルバムより

分娩室、T7年度卒業アルバムより
産婦人科手術室外景、T7年度卒業アルバムより

産婦人科手術室の様子、T7年度卒業アルバムより婦人科手術の様子、T7年度卒業アルバムより

産婦人科研究室、T3年度卒業アルバムより
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－ 4－

上
野
道
故
教
授
（
大
正
十
年
八
月
か
ら
昭
和
十
三
年
七
月
）

（
一
九
二
一
〜
一
九
三
八
）

　

初
代
足
立
教
授
の
後
任
と
し
て
満
州

鉄
道
大
連
病
院
産
婦
人
科
医
長
か
ら
医

専
教
授
と
し
て
上
野
道
故
教
授
が
赴
任

し
た
。
上
野
教
授
が
新
潟
医
専
に
着
任

さ
れ
た
の
は
大
正
十
年
八
月
で
、
上
野

教
授
の
初
め
て
の
新
潟
の
印
象
は
「
当

時
の
新
潟
市
は
今
の
如
く
繁
華
な
る
町
で
は
な
く
、
勿
論
道
路
は
ど
こ
も
舗

装
な
ど
さ
れ
て
居
ら
な
い
。
街
は
極
め
て
狭
く
且
つ
暗
い
、
人
口
は
約
十
万

と
云
っ
て
居
り
ま
し
た
。
駅
へ
着
い
て
ボ
ロ
ボ
ロ
の
一
台
の
幌
自
動
車
を

や
っ
と
手
に
入
れ
て
之
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

当
時
の
教
室
の
様
子
に
つ
い
て
は
、「
現
在
の
外
来
診
療
所
の
あ
る
建
築
の

中
に
は
婦
人
科
教
室
と
婦
人
科
外
来
診
察
室
と
が
全
部
含
ま
れ
て
居
り
ま
し

た
。
即
ち
現
在
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
は
教
授
室
兼
図
書
室
、
教
授
室
は
組
織
研

究
室
兼
医
局
、
物
理
療
法
室
は
検
尿
検
便
等
の
検
査
室
で
あ
り
ま
し
た
。
宿

舎
附
属
の
板
張
の
バ
ラ
ッ
ク
食
堂
で
あ
っ
た
も
の
を
貰
っ
て
来
て
そ
れ
を
婦

人
科
教
室
の
費
用
で
壁
を
つ
け
て
婦
人
科
の
看
護
婦
室
と
し
ま
し
た
の
で
、

初
め
は
之
を
婦
人
科
の
建
築
の
坪
数
の
中
へ
計
算
し
な
い
こ
と
に
し
て
あ
り

ま
し
た
が
、
数
年
前
に
こ
の
看
護
婦
室
は
あ
る
年
限
の
後
に
看
護
婦
室
と
し

て
本
建
築
に
改
築
す
る
事
を
教
授
会
に
て
承
認
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

現
在
の
浴
室
も
材
料
室
も
共
に
当
時
は
廊
下
で
あ
っ
た
も
の
を
後
に
改
造
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
其
後
、
教
室
の
建
築
狭
隘
の
た
め
転
々
と
し
て
室
の

移
転
を
な
し
、
昭
和
二
年
婦
人
科
研
究
室
の
新
築
落
成
す
る
に
到
り
漸
く
落

付
く
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
こ
に
一
つ
説
明
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
婦

人
科
の
病
室
に
限
り
廊
下
が
広
々
と
し
て
居
る
に
拘
ら
ず
病
室
の
奥
行
が
甚

だ
浅
く
て
ベ
ッ
ド
を
二
列
に
並
べ
る
と
其
の
間
を
通
行
す
る
事
は
不
可
能
で

あ
る
と
い
う
の
は
ど
う
云
う
訳
か
と
不
審
に
思
っ
た
が
、
之
は
足
立
教
授
の

大
な
る
苦
心
の
存
す
る
処
で
あ
っ
た
と
云
う
。
と
云
う
の
は
婦
人
科
に
は
当

時
専
属
の
手
術
室
が
な
く
、
い
つ
も
外
科
の
を
借
り
て
す
る
の
で
手
術
を
す

る
に
は
先
ず
先
方
の
御
都
合
を
伺
っ
て
後
で
な
け
れ
ば
決
定
す
る
事
が
出
来

な
い
の
で
不
便
こ
の
上
も
な
い
と
云
う
有
様
で
し
た
。
そ
れ
が
た
め
に
如
何

な
る
辛
棒
を
し
て
も
何
と
か
し
て
専
属
の
手
術
室
が
欲
し
い
と
い
う
の
が
足

立
教
授
の
心
願
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
病
室
及
び
分
娩
室
一
棟
だ
け
が
予
算

通
過
し
た
が
、
あ
と
の
手
術
室
は
何
時
建
つ
か
全
く
解
ら
な
い
と
云
う
形
勢

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
百
方
研
究
し
た
あ
げ
く
終
に
苦
肉
の
一
策
を
案
出
し

て
、
病
室
の
幅
を
若
干
け
ず
り
落
し
て
幅
の
狭
い
も
の
と
し
て
、
病
室
建
築

用
と
し
て
通
過
し
た
予
算
を
以
て
病
室
一
棟
及
び
分
娩
室
一
棟
と
手
術
室
一

棟
と
を
併
せ
て
建
築
し
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
て
こ
そ
鰻
の
寝
床
然
た
る
細
長

い
病
室
が
出
来
上
っ
た
訳
だ
と
。
い
わ
れ
因
縁
を
聞
い
て
み
れ
ば
足
立
教
授

が
如
何
に
苦
心
さ
ら
れ
た
か
想
像
に
余
り
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
出
来
た
手

術
室
は
専
門
学
校
に
は
過
ぎ
た
も
の
で
、
私
一
代
は
何
の
不
自
由
も
な
く
自

由
に
手
術
を
や
る
事
の
出
来
た
の
は
全
く
足
立
先
生
の
御
蔭
と
深
く
感
謝
し

て
居
り
ま
す
。」

　

上
野
教
授
の
思
い
出
話
は
こ
の
他
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
渉
っ
て
い
る
が
、
当

時
の
分
娩
の
状
況
を
知
る
面
白
い
文
が
あ
る
。「
学
生
の
教
授
上
遺
憾
に
感

じ
た
こ
と
は
産
科
実
地
見
学
に
就
て
で
あ
り
ま
す
。
当
時
は
実
習
用
官
費
入

院
分
娩
は
極
度
に
少
な
く
漸
く
一
年
間
に
五
〇
前
後
を
数
う
る
の
み
。
そ
の

上野教授
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－ 5－

主
な
る
原
因
は
一
、
見
学
用
に
供
せ
ら
れ
る
事
を
極
度
に
嫌
う
傾
向
あ
る
こ

と
。
二
、
外
部
に
於
て
悪
宣
伝
を
な
す
も
の
が
あ
る
た
め
。
で
あ
り
ま
し

た
。
当
時
は
、
死
ぬ
覚
悟
な
ら
医
専
に
入
院
し
て
分
娩
す
る
が
よ
か
ろ
う
、

と
か
又
、
学
生
の
お
も
ち
ゃ
に
な
っ
て
も
よ
い
の
な
ら
入
院
分
娩
せ
よ
、
な

ど
と
悪
い
宣
伝
を
耳
に
す
る
事
は
稀
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
産
婦
の
獲

得
に
努
め
種
々
な
る
方
法
を
講
じ
た
が
、
何
分
に
も
小
都
会
で
市
内
の
分
娩

数
も
少
な
く
、
且
種
々
な
る
事
情
が
あ
っ
て
意
の
如
く
多
数
の
入
院
分
娩
患

者
を
得
る
事
が
出
来
ず
し
て
現
在
に
至
り
ま
し
た
。
あ
る
夜
の
事
で
す
。
所

要
あ
っ
て
登
院
し
ま
し
た
所
、偶
々
官
費
分
娩
あ
る
由
に
て
、分
娩
室
を
覗
っ

た
所
、
分
娩
台
の
周
囲
に
は
黒
山
を
な
し
て
多
数
の
頭
が
集
合
し
て
い
る
の

で
不
審
に
思
っ
て
、
何
事
が
あ
っ
て
か
く
も
大
勢
が
集
っ
て
い
る
の
か
と
看

護
婦
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
今
回
に
限
ら
ず
官
費
の
入
院
分
娩
の
あ
る
時
は
凡

そ
こ
れ
と
同
様
で
あ
り
ま
す
。
と
云
う
返
事
で
あ
っ
た
の
で
『
あ
の
沢
山
の

人
は
何
人
か
』
と
重
ね
て
尋
ね
た
の
に
『
学
生
は
只
二
人
の
み
で
あ
り
ま
す

が
、
其
他
は
当
教
室
の
医
員
及
び
他
科
の
当
直
医
で
あ
り
ま
す
』
と
の
答
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
何
故
に
他
科
の
当
直
医
迄
が
分
娩
時
に
臨
席
す
る
の
か
と

尋
ね
た
所
、
卒
業
生
は
在
学
中
に
は
分
娩
の
見
学
出
来
な
か
っ
た
も
の
が
多

く
、
そ
の
た
め
卒
業
後
に
他
科
の
医
員
と
し
て
当
直
中
に
官
費
分
娩
が
あ
る

と
聞
く
と
、
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
見
学
し
よ
う
と
方
々
か
ら
集
っ
て
来

て
、
婦
人
科
当
直
医
の
制
止
も
き
か
ず
し
て
分
娩
室
に
入
り
込
む
の
で
あ
る

と
い
う
事
が
解
り
ま
し
た
。」
当
時
の
分
娩
室
の
状
況
が
偲
ば
れ
て
面
白
い
。

　

ま
た
当
時
は
手
術
室
は
照
明
に
適
当
の
設
備
が
な
く
甚
だ
困
っ
て
い
た
。

上
野
教
授
が
昭
和
二
年
欧
州
に
行
か
れ
た
時
、
ツ
ァ
イ
ス
に
行
き
一
七
〇
〇

マ
ル
ク
（
現
在
の
日
本
円
に
換
算
す
る
と
お
よ
そ
二
〇
〇
万
円
前
後
と
思
わ

れ
る
）
を
出
し
て
無
影
燈
を
購
入
し
、
教
室
に
送
ら
せ
た
が
、
こ
れ
が
日
本

に
輸
入
さ
れ
た
ツ
ァ
イ
ス
無
影
燈
の
最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

足
立
教
授
が
退
職
さ
れ
て
暫
く
は
医
専
第
一
回
卒
業
生
の
満
谷
珠
一
氏
が

助
教
授
と
し
て
教
室
を
取
り
仕
切
り
、
満
谷
助
教
授
が
大
正
十
一
年
三
月
辞

職
さ
れ
て
か
ら
は
、
石
田
与
吉
氏
が
講
師
、
助
教
授
と
し
て
、
三
林
隆
吉
氏

が
助
教
授
と
し
て
大
正
十
五
年
五
月
赴
任
さ
れ
る
ま
で
働
い
て
お
ら
れ
た
。

　

上
野
教
授
は
昭
和
九
年
頃
か
ら
身
体
を
い
た
め
ら
れ
、
昭
和
十
年
に
催
さ

れ
た
日
本
婦
人
科
学
会
に
は
随
分
無
理
を
さ
れ
、
そ
の
後
は
ほ
と
ん
ど
教
壇

に
立
つ
こ
と
も
稀
と
な
り
、
昭
和
十
三
年
定
年
に
な
ら
ず
に
退
官
さ
れ
、
そ

れ
と
ほ
と
ん
ど
時
を
同
じ
く
し
て
三
林
助
教
授
は
京
大
教
授
と
し
て
母
校
に

帰
ら
れ
た
。

新潟大学医学部五十年史より、S4年頃附属病院遠景

S3年頃、附属病院玄関、村井惇先生より
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－ 6－

S3～7年頃、上野教授と医局員、村井惇先生より

S3～7年頃、医局対抗運動会、村井惇先生より

S3～7年頃、産婆養成科学生？、村井惇先生より

S3年頃、手術室遠望、村井惇先生より

S3年頃、附属病院入口石段、村井惇先生より
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－ 7－

S3～7年頃、村井惇先生より
集合写真（詳細は不明）

S3～7年頃、村井惇先生より
集合写真（詳細は不明）

S3～7年頃
上野教授（前列右から4人目）
三林助教授（同右から3人目）
村井惇先生より
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撮影年不明、
上野教授（前列左から4人目）、
村井惇先生より

撮影年不明、
上野教授（前列左から4人目）、
村井惇先生より

撮影年不明、
上野教授（前列右から4人目）、
村井惇先生より
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S3年、医局対抗運動会、村井惇先生より

S4年、医局対抗運動会、応援団長の雄姿
村井惇先生より

S5年、医局対抗運動会、村井惇先生より

S5年、医局対抗運動会、「ウテルスシュワンゲル踊」
村井惇先生より
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S7年頃、送別会、産婦人科研究棟前
上野教授（前から2列目、左から3人目）、村井惇先生より

前写真の拡大

S3年頃、上野教授（右）、三林助教授（左）、
村井惇先生より
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中
山
栄
之
助
教
授
時
代
（
昭
和
十
三
年
八
月
か
ら
昭
和
三
十
八
年
三
月
）

（
一
九
三
八
〜
一
九
六
三
）

　

上
野
教
授
退
官
の
た
め
、
東
大
講

師
、
東
京
警
察
病
院
医
長
で
あ
っ
た
中

山
栄
之
助
先
生
が
後
任
教
授
と
し
て
昭

和
十
三
年
八
月
来
任
さ
れ
た
。

　

教
授
御
赴
任
当
時
の
医
局
の
模
様
に

つ
い
て
第
一
番
の
弟
子
で
あ
る
渡
辺
堅

治
氏
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
今
迄
上
野
教
授
の
京
大
系
の
医
局
に

対
し
、
今
度
は
中
山
教
授
の
東
大
系
と
な
る
と
教
室
内
外
の
様
相
が
一
変
す

る
ん
で
は
な
い
か
、
ひ
い
て
は
残
っ
て
い
る
医
局
員
の
去
就
に
も
重
大
変
化

を
来
し
や
し
な
い
か
、
或
は
又
診
察
面
に
関
し
て
も
例
え
ば
東
大
は
内
診
の

手
は
右
手
を
使
う
の
に
対
し
、
京
大
は
左
手
だ
。
婦
人
科
医
に
と
っ
て
こ
の

内
診
指
の
人
差
指
こ
そ
我
々
の
眼
に
も
相
当
す
る
貴
重
な
も
の
だ
、
こ
の
慣

れ
た
内
診
法
を
今
度
は
右
手
に
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
我
々
は
皆
最
初
か
ら
左

手
で
内
診
す
る
様
に
習
っ
て
習
慣
づ
け
ら
れ
て
来
た
、
人
間
の
慣
れ
と
云
う

も
の
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
、
試
み
に
右
手
で
や
っ
て
み
て
も
、
さ
っ
ぱ
り
呼

吸
が
合
わ
ぬ
。
何
か
ギ
コ
チ
ナ
イ
気
が
し
て
、
や
た
ら
に
左
手
が
疲
れ
る
ば

か
り
、
一
向
に
駄
目
だ
。
か
れ
こ
れ
し
て
い
る
間
に
七
月
に
入
り
、
い
よ
い

よ
中
山
教
授
来
任
さ
れ
る
日
が
近
づ
い
た
。
い
よ
い
よ
教
授
を
迎
え
る
日
が

来
て
我
々
へ
の
御
訓
示
第
一
話
は
『
自
分
は
上
野
教
授
の
跡
を
つ
い
で
こ
の

教
室
へ
来
た
。
自
分
は
新
潟
医
科
大
学
産
婦
人
科
教
室
の
た
め
に
来
た
の

で
、
東
京
系
だ
と
か
京
都
系
だ
と
か
云
う
こ
と
は
聊
か
も
意
に
し
て
い
な

い
。
諸
君
は
こ
の
新
潟
医
大
産
婦
人
科
教
室
の
為
に
私
と
共
に
努
力
し
て
戴

き
た
い
。
日
頃
自
分
が
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
、
強
く
、
正
し
く
、
朗
か
に
、

の
三
是
に
心
掛
け
て
進
ん
で
貰
い
た
い
』
と
結
ば
れ
た
。
先
生
は
先
ず
何
よ

り
も
、
熱
と
力
と
若
さ
を
も
っ
て
着
々
我
が
産
婦
人
科
教
室
の
内
外
の
発
展

を
計
ら
れ
た
。
即
ち
教
室
内
に
対
し
て
は
先
ず
外
来
の
整
備
改
善
、
教
授
室

の
移
転
、
こ
れ
こ
そ
我
々
医
局
員
が
一
番
喜
ん
だ
、
と
云
う
の
は
当
時
教
授

室
は
現
在
の
第
四
研
究
室
で
、
医
局
、
研
究
室
と
同
一
棟
だ
、
い
く
ら
慈
愛

あ
ふ
る
る
医
長
だ
と
云
う
手
も
矢
張
り
我
々
に
は
、
こ
わ
い
オ
ヤ
ジ
だ
。
こ

の
教
授
室
が
今
度
い
く
大
声
で
呶
鳴
っ
て
も
聞
え
や
せ
ぬ
遥
か
外
来
の
一
番

奥
へ
の
移
転
だ
。
而
も
驚
い
た
事
に
は
教
室
の
改
造
だ
け
で
な
く
、
医
局
の

眼
の
前
に
あ
る
第
一
内
科
の
病
室
の
一
部
迄
移
転
さ
せ
て
仕
舞
わ
れ
た
。
即

ち
医
局
の
す
ぐ
目
の
先
一
間
程
の
と
こ
ろ
に
第
一
内
科
の
病
室
の
便
所
が
あ

り
、
夏
な
ん
か
臭
気
粉
々
、
全
く
や
り
き
れ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
の
を
中
山

教
授
は
現
在
の
位
置
に
お
し
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
一
方
又
、
研
究
室
、
実

験
室
の
整
備
、
最
新
式
の
実
験
器
械
の
購
入
、
我
々
医
局
員
に
は
夫
々
細
か

く
病
室
、
研
究
室
の
仕
事
を
分
け
ら
れ
、
責
任
を
持
た
さ
れ
る
と
同
時
に

テ
ー
マ
を
与
え
ら
れ
て
一
人
一
人
毎
に
丁
寧
な
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
し
て
下

さ
っ
た
も
の
だ
。」
と
い
う
よ
う
に
教
授
の
交
代
は
医
局
員
に
は
大
変
の
こ

と
だ
っ
た
ろ
う
が
、
そ
れ
も
無
事
に
終
わ
り
、
そ
れ
ま
で
は
臨
床
経
験
を
第

一
に
と
い
う
主
義
が
活
発
な
ア
ル
バ
イ
ト
主
義
に
変
わ
り
、
中
山
教
授
の

テ
ー
マ
で
あ
る
「
産
婦
人
科
手
術
患
者
の
病
態
生
理
」
と
い
う
こ
と
に
関
し

て
全
員
が
猛
進
し
て
い
た
。

　

昭
和
十
七
年
中
山
教
授
は
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
の
宿
題
報
告
を
担
当
さ

れ
て
い
た
が
、
不
幸
に
も
病
に
倒
れ
終
戦
の
年
ま
で
休
養
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

中山教授
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そ
の
間
は
昭
和
十
四
年
三
月
に
東
大
か
ら
赴
任
さ
れ
た
梅
沢
助
教
授
が
全

責
任
を
負
っ
て
外
来
、
講
義
、
診
療
と
大
活
躍
を
さ
れ
た
。
梅
沢
助
教
授
は

昭
和
二
十
五
年
四
月
に
群
馬
大
の
教
授
と
な
っ
て
赴
任
さ
れ
た
。
梅
沢
助
教

授
の
後
任
に
は
板
垣
助
教
授
が
一
年
程
勤
務
し
た
が
、
昭
和
二
十
七
年
七
月

開
業
の
た
め
退
職
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
ま
で
逓
信
病
院
に
い
た
小
坂
氏
が
助

教
授
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
た
め
、
医
局
員
は
次
々
と
応
召
し
、
お
ま
け
に
教
授

に
は
倒
れ
ら
れ
研
究
は
一
時
全
く
中
止
の
や
む
な
き
に
い
た
っ
た
が
、
終
戦

と
共
に
ぼ
つ
ぼ
つ
医
局
員
も
帰
り
、
教
授
も
す
っ
か
り
健
康
を
回
復
さ
れ
、

再
び
盛
ん
な
研
究
時
代
が
訪
れ
た
。

　

昭
和
二
十
四
年
、
仙
台
市
で
開
か
れ
た
産
科
婦
人
科
学
会
総
会
に
お
い
て

宿
題
報
告
と
し
て
立
派
に
実
を
結
び
多
大
の
感
銘
を
与
え
た
。

　

昭
和
二
十
七
年
九
月
、
教
授
は
渡
米
さ
れ
約
半
年
の
旅
を
終
え
て
帰
ら
れ

る
と
間
も
な
く
、
昭
和
二
十
八
年
五
月
、
第
五
回
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
総

会
が
三
、〇
〇
〇
人
の
会
員
を
集
め
て
盛
大
に
新
潟
に
催
さ
れ
、
其
の
盛
大

さ
は
長
く
語
り
草
と
な
っ
た
程
で
あ
っ
た
。
教
室
も
発
展
の
一
途
を
た
ど
っ

て
来
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
た
だ
第
二
次
世
界

大
戦
と
い
う
未
曽
有
の
大
戦
の
為
に
教
室
か
ら
応
召
し
た
医
局
員
の
中
、
高

橋
与
一
氏
を
始
め
と
し
て
村
山
、
歌
川
、
幸
田
の
諸
氏
が
戦
死
さ
れ
た
こ
と

は
ま
こ
と
に
い
た
ま
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

終
戦
前
後
は
物
資
も
な
く
、
人
員
も
な
く
、
お
ま
け
に
疎
開
騒
ぎ
で
診
療
、

研
究
は
甚
だ
不
振
の
状
態
で
あ
っ
た
が
、
混
乱
も
お
さ
ま
る
と
共
に
昔
日
に

も
増
し
て
研
究
は
盛
ん
と
な
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
完
成
さ
す
人
が
続
出
し
、

医
局
員
も
四
十
人
を
超
過

す
る
と
い
う
産
婦
人
科
教

室
黄
金
時
代
が
出
現
し
た

の
で
あ
る
。

　

分
娩
患
者
に
し
て
も
上

野
教
授
時
代
患
者
を
紹
介

す
る
者
に
は
賞
ま
で
出
し

た
と
い
う
の
に
、
現
在
は

と
う
て
い
希
望
者
を
全
部

受
け
入
れ
き
れ
ず
、
予
約

制
を
と
っ
て
半
年
も
前
か

ら
締
切
る
と
い
う
よ
う
な

状
況
で
あ
っ
た
。

撮影年不明、中山教授
佐々木繁先生より

附属病院外来棟、S29年度卒業アルバムより
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附属病院火災（S26/11/12)、S28年度卒業アルバムより

附属病院火災（S26/11/12）
新潟大学医学部五十年史より

S28年3月～再建開始、新潟大学医学部七十五年史より

S31年3月に外来棟完成、新潟大学医学部七十五年史より
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S33年度卒業アルバムより

医学部本館、S32年度卒業アルバムより
中山教授、小坂助教授、野口講師、中山教授とポリクリ学生

S34年度卒業アルバムより

S31年、新潟大学医学部七十五年史より、
医学部全景、手前に新外来棟

中山教授とポリクリ学生、新生児室にて
S37年度卒業アルバムより

執刀中の中山教授（右上）
S25年度卒業アルバムより
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中山教授外来診察（上）、新生児沐浴（下）
S28年度卒業アルバムより

S32年日産婦学会札幌、中山教授
山田昇先生より

S35年中山教授謝恩会、山田昇先生より
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S36年医局旅行猪苗代、バス車内、中山教授
佐々木繁先生より

S36年医局旅行猪苗代、集合写真、中央に中山教授
佐々木繁先生より

S36年医局旅行猪苗代、集合写真、中央に中山教授
佐々木繁先生より

S36年医局旅行猪苗代、宴会光景、中山教授（左）
佐々木繁先生より

S36年医局旅行猪苗代、宴会光景、中山教授（右）
佐々木繁先生より

S36-37年頃、産婦人科手術場閉鎖のお別れ会
佐々木繁先生より
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鈴
木
雅
洲
教
授
時
代
（
昭
和
三
十
八
年
八
月
か
ら
昭
和
四
十
六
年
三
月
）

（
一
九
六
三
〜
一
九
七
一
）

　

鈴
木
教
授
は
、
当
時
と
し
て
は
新
進

気
鋭
で
あ
り
、
専
門
の
生
殖
生
理
学
、

内
分
泌
学
を
中
心
に
広
く
産
科
婦
人
科

学
の
諸
問
題
を
研
究
す
る
た
め
研
究

室
、
動
物
舎
の
整
備
、
最
新
の
実
験
装

置
の
設
置
等
精
力
的
に
野
口
正
助
教

授
、
岡
村
泰
講
師
ら
と
共
に
研
究
の
基
盤
を
築
か
れ
た
。
昭
和
三
十
九
年
、

旧
研
究
室
の
と
り
こ
わ
し
に
伴
い
、
現
在
の
入
退
院
玄
関
前
に
あ
っ
た
木
造

の
旧
病
棟
に
研
究
室
が
移
転
、
ま
た
旧
病
棟
は
新
築
さ
れ
た
鉄
筋
建
の
西
病

棟
へ
婦
人
科
、
玄
関
棟
へ
産
科
が
移
転
し
た
。
外
来
診
療
に
お
い
て
は
特
殊

外
来
と
し
て
中
山
教
授
時
代
に
加
え
ら
れ
た
不
妊
外
来
の
他
内
分
泌
外
来
、

腫
瘍
予
防
外
来
、
血
液
外
来
お
よ
び
自
律
神
経
外
来
が
新
設
さ
れ
た
。

　

昭
和
三
十
九
年
六
月
未
曾
有
の
新
潟
地
震
に
よ
っ
て
多
大
な
打
撃
を
被
る

も
、
地
震
後
ま
も
な
く
日
本
不
妊
学
会
関
東
地
方
部
会
を
主
催
さ
れ
、
渡
辺

重
雄
助
教
授
の
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
北
日
本
連
合
地
方
部
会
（
以
下
北
日

本
学
会
）
特
別
講
演
「
性
ホ
ル
モ
ン
分
泌
の
中
枢
性
支
配
に
関
す
る
研
究
」

を
は
じ
め
多
く
の
学
会
発
表
が
な
さ
れ
た
。

　

昭
和
四
十
年
渡
辺
助
教
授
の
辞
職
に
伴
い
後
任
に
鈴
木
正
彦
講
師
が
昇
任

さ
れ
た
。
同
年
広
井
正
彦
助
手
が
内
分
泌
学
の
基
礎
的
研
究
の
た
め
米
国
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
校
（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
）
に
留
学
さ
れ
た

（
二
年
間
）。
学
会
関
係
で
は
昭
和
四
十
年
北
日
本
学
会
を
主
催
さ
れ
、
昭
和

四
十
一
年
関
塚
正
昭
講
師
が
特
別
講
演
を
担
当
し
「
産
婦
人
科
領
域
に
お
け

る
脈
管
造
影
法
の
応
用
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。

　

昭
和
四
十
二
年
病
棟
移
転
の
一
環
と
し
て
西
病
棟
に
あ
っ
た
婦
人
科
が
外

来
棟
を
経
て
東
病
棟
へ
、
玄
関
棟
に
あ
っ
た
産
科
が
東
病
棟
へ
移
転
し
、
中

央
手
術
場
で
あ
っ
た
玄
関
棟
へ
出
産
部
が
新
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
出
産
部
の

整
備
、
婦
人
科
病
棟
診
察
室
の
改
築
等
行
わ
れ
研
究
室
共
々
一
層
充
実
し
た

教
室
が
築
か
れ
た
。
同
年
半
藤
保
助
手
が
生
殖
生
理
学
研
究
の
た
め
Ｕ
Ｃ
Ｌ

Ａ
に
留
学
さ
れ
た
（
一
年
間
）。
学
会
に
お
い
て
は
世
界
産
科
婦
人
科
学
会
、

ア
ジ
ア
産
科
婦
人
科
学
会
を
は
じ
め
と
し
て
、
排
卵
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ

い
て
の
研
究
、
子
宮
癌
の
放
射
線
療
法
に
お
け
る
骨
髄
末
梢
血
へ
の
影
響
等

多
数
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
昭
和
四
十
三
年
北
日
本
学
会
で
岡
田
正
俊
非
常
勤

講
師
が
特
別
講
演
を
担
当
し
「
産
婦
人
科
領
域
に
お
け
る
染
色
体
異
常
」
と

題
し
て
発
表
し
た
。

　

こ
の
時
期
よ
り
各
地
に
大
学
紛
争
が
発
端
し
、
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
新

潟
大
学
本
部
占
拠
、
四
十
四
年
七
月
全
共
闘
に
よ
る
第
一
・
三
内
科
封
鎖
等

医
学
部
混
乱
期
に
あ
た
り
教
室
と
し
て
も
難
渋
し
た
時
で
あ
っ
た
が
、
教
授

以
下
教
室
員
一
同
よ
く
ま
と
ま
り
、
鈴
木
教
授
が
四
十
四
年
日
産
婦
学
会
特

別
講
演
「
人
工
排
卵
に
つ
い
て
の
基
礎
的
臨
床
的
観
察
」、
日
本
不
妊
学
会

特
別
講
演
で
染
色
体
異
常
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
。

　

昭
和
四
十
五
年
八
月
鈴
木
教
授
は
東
北
大
学
医
学
部
産
科
婦
人
科
教
授
と

な
ら
れ
、
四
十
六
年
三
月
新
潟
大
学
教
授
を
退
任
さ
れ
る
ま
で
兼
任
さ
れ

た
。
昭
和
四
十
五
年
七
月
鈴
木
正
彦
助
教
授
が
杏
林
大
学
医
学
部
産
科
婦
人

科
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
。
鈴
木
教
授
退
任
時
に
在
局
し
た
医
局
員
は

二
四
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
研
究
の
足
跡
を
追
っ
て
み
る
と
学
会
発
表

五
一
二
回
、
国
際
学
会
発
表
一
四
回
、
全
国
レ
ベ
ル
の
学
会
特
別
講
演
五
回
、

鈴木教授
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－ 18 －

発
表
論
文
二
七
〇
篇
、
医
学
書
（
分
担
を
含
む
）
と
し
て
「
リ
ン
パ
系
造
影

法
の
臨
床
」、「
日
本
産
婦
人
科
全
書
」、「
出
生
前
の
医
学
」、「
現
代
産
科
婦

人
科
学
大
系
」、「
胎
盤
と
成
長
ホ
ル
モ
ン
」、「
妊
娠
と
内
科
疾
患
」
等
多
数

発
表
さ
れ
た
。

医学部本館、後方に西研究棟、S45年度卒業アルバムより

S42年当時の産婦人科医局見取り図、新潟大学医学部七十五年史より

鈴木教授（左上）、S41年度卒業アルバムより

001-047教室の100年id6.indd   18001-047教室の100年id6.indd   18 15/07/22   18:4415/07/22   18:44
プロセスシアンプロセスシアンプロセスマゼンタプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスイエロープロセスブラックプロセスブラック



－ 19 －

医局旅行集合写真、S41年同窓会会報より

病室回診

病室廊下にて小カンファレンス

中央手術室にて

S46年同窓会会報より
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－ 20 －

運動会仮装、S41年同窓会会報よりS42年運動会仮装、佐々木繁先生より

S42年医局旅行集合写真、佐々木繁先生より

S46年1月、鈴木教授転出時
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－ 21 －

S46年2月、鈴木教授送別パーティ、山田昇先生より

（集合写真、前列中央右に鈴木教授、撮影日不明）
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－ 22 －

竹
内
正
七
教
授
時
代
（
昭
和
四
十
六
年
三
月
か
ら
平
成
元
年
三
月
）

（
一
九
七
一
〜
一
九
八
九
）

　

竹
内
教
授
は
教
室
員
と
の
対
話
、
教

室
の
和
を
重
視
さ
れ
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

で
あ
る
産
婦
人
科
領
域
に
お
け
る
免
疫

学
的
研
究
を
中
心
に
免
疫
学
的
、
病
理

学
的
お
よ
び
内
分
泌
学
的
研
究
の
組
織

作
り
、
研
究
室
の
整
備
、
卒
後
教
育
を

含
む
教
育
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
た
。
診
療
部
門
に
お

い
て
も
新
患
、
産
婦
人
科
再
来
に
加
え
特
殊
外
来
と
し
て
特
殊
産
科
、
新
生

児
、
内
分
泌
、
不
妊
、
腫
瘍
予
防
・
予
後
外
来
等
の
現
在
の
外
来
体
制
の
基

盤
と
な
る
体
制
の
整
備
新
設
が
行
わ
れ
た
。

　

臨
床
面
で
は
特
に
絨
毛
性
疾
患
の
地
域
登
録
は
現
在
で
も
高
い
評
価
を
得

て
い
る
。
人
事
面
で
は
、
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
年
）
に
は
広
井
正
彦

助
教
授
が
山
形
大
学
医
学
部
産
科
婦
人
科
教
授
と
し
て
、
昭
和
五
十
年

（
一
九
七
五
年
）
に
は
本
多
達
雄
講
師
が
新
潟
大
学
医
療
短
期
大
学
部
教
授

と
し
て
、
昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
年
）
に
は
半
藤
保
助
教
授
が
香
川
医
科

大
学
母
子
科
産
科
婦
人
科
教
授
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
赴
任
さ
れ
た
。
以
下
各
年

毎
の
変
遷
を
ま
と
め
た
。

　

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
年
）、
年
厚
生
省
絨
毛
癌
研
究
班
の
班
長
と

し
て
第
一
回
絨
毛
癌
の
病
因
と
そ
の
適
正
取
扱
い
に
関
す
る
研
究
の
会
議
を

主
催
さ
れ
、
県
公
衆
衛
生
課
と
共
同
し
県
内
の
絨
毛
性
患
者
の
登
録
制
お
よ

び
予
後
管
理
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
人
事
面
で
は
、
北
日
本
学
会
特
別
講

演
で
「
胎
児
管
理
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
担
当
さ
れ
た
本
多
啓
講
師
が
杏
林

大
学
医
学
部
産
科
婦
人
科
助
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
広
井
正
彦
講
師
が
教

室
の
助
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。
こ
の
着
任
期
に
竹
内
教
授
以
下
二
十
六
名
の

常
勤
医
局
員
が
研
究
・
診
療
・
教
育
に
精
進
し
た
。

　

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
年
）、
竹
内
教
授
は
北
日
本
学
会
を
主
催
さ

れ
、
日
本
不
妊
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
広
井
助
教
授
が
「
機
能
性
不
妊
│
内

分
泌
生
殖
免
疫
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
│
」
と
題
し
講
演
さ
れ
た
。
同
年
産
婦
人

科
婦
長
と
し
て
三
十
五
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
た
櫛
谷
ミ
ネ
婦
長

が
退
職
さ
れ
た
。
中
山
教
授
時
代
創
刊
さ
れ
た
機
関
誌
「
産
婦
人
科
の
臨

床
」
が
竹
内
教
授
、
同
窓
会
諸
先
生
方
の
努
力
に
よ
り
、
日
産
婦
学
会
新
潟

地
方
部
会
な
ら
び
に
日
本
母
性
保
護
医
協
会
新
潟
支
部
会
の
独
立
し
た
合
同

機
関
誌
と
し
て
十
二
月
新
潟
地
方
部
会
誌
と
命
名
創
刊
さ
れ
た
。

　

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
年
）、
研
究
面
に
お
い
て
絨
毛
性
腫
瘍
に
関

す
る
研
究
に
力
が
そ
そ
が
れ
、
国
際
免
疫
学
会
で
竹
内
教
授
が
「
反
復
奇
胎

患
者
お
よ
び
習
慣
性
流
産
患
者
夫
婦
リ
ン
パ
球
混
合
培
養
」、
世
界
産
科
婦

人
科
学
会
で
広
井
助
教
授
が
「
絨
毛
の
ホ
ル
モ
ン
産
生
能
」、
北
日
本
学
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
千
村
哲
朗
講
師
が
「
胎
児
切
迫
仮
死
に
対
す
る
管
理
」、

日
本
不
妊
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
高
橋
威
非
常
勤
講
師
が
「
免
疫
学
的
観
点

よ
り
み
た
流
産
の
成
因
」
と
題
し
講
演
さ
れ
、
内
外
に
お
い
て
注
目
を
集
め

た
。
診
療
面
に
お
い
て
外
来
の
細
分
専
門
化
と
各
種
疾
患
に
対
し
て
診
療
の

一
本
化
を
す
る
た
め
遺
伝
お
よ
び
超
音
波
外
来
が
新
設
さ
れ
、
当
教
室
の
産

婦
人
科
診
療
指
針
の
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
年
）、
日
産
婦
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
竹
内

教
授
、
半
藤
講
師
が
「
絨
毛
性
腫
瘍
の
発
症
と
予
后
│
わ
れ
わ
れ
の
提
唱
す

竹内教授
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－ 23 －

る
本
体
論
の
立
場
か
ら
│
」
と
題
し
講
演
さ
れ
た
。
診
療
で
は
各
外
来
に
専

属
の
医
師
が
決
め
ら
れ
、
卒
後
教
育
と
し
て
毎
週
の
症
例
検
討
会
を
行
う
ほ

か
、
適
宜
研
究
発
表
等
が
開
か
れ
た
。
人
事
で
は
広
井
助
教
授
が
山
形
大
学

医
学
部
産
科
婦
人
科
教
授
、
千
村
講
師
が
同
助
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
半

藤
講
師
が
助
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。
ま
た
、
研
究
室
が
木
造
の
研
究
棟
か
ら

新
築
の
鉄
筋
建
東
研
究
棟
二
階
に
移
転
し
医
局
の
大
整
備
が
行
わ
れ
た
。

　

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
年
）、
日
本
母
性
衛
生
学
会
を
主
催
さ
れ
、
半

藤
助
教
授
が
「
新
潟
県
に
お
け
る
絨
毛
性
腫
瘍
の
登
録
の
管
理
」
を
特
別
講

演
さ
れ
、
日
本
輸
血
学
会
で
富
田
哲
夫
非
常
勤
講
師
が
「
児
の
予
後
よ
り
み

た
交
換
輸
血
適
応
基
準
お
よ
び
輸
血
量
に
関
す
る
研
究
」、
北
日
本
学
会
で

布
川
修
非
常
勤
講
師
が
「
経
口
避
妊
薬
に
関
す
る
基
礎
的
並
び
に
臨
床
的
研

究
」
と
題
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
担
当
さ
れ
た
。
人
事
面
で
は
本
多
達
雄
講
師

が
新
潟
大
学
医
療
短
期
大
学
部
教
授
に
赴
任
さ
れ
た
。
ま
た
初
版
の
産
婦
人

科
治
療
指
針
が
一
部
改
訂
さ
れ
た
。

　

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
年
）、
北
日
本
学
会
教
育
講
演
「
産
科
免
疫

学
序
説
」、
昭
和
五
十
二
年
日
本
臨
床
免
疫
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
「
産
婦

人
科
と
Ｍ
Ｈ
Ｃ
」
を
担
当
さ
れ
た
。
ま
た
樋
口
正
臣
先
生
が
腫
瘍
免
疫
学
の

研
究
の
た
め
米
国
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
に
留
学
さ
れ
た
（
三
年
間
）。
診
療
面
で
は
昭

和
四
十
二
年
以
来
出
産
部
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
が
、
文
部
省
の
認
可
が
お
り

て
分
娩
部
と
改
名
独
立
し
た
。

　

昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
年
）、
東
病
棟
三
階
に
あ
っ
た
婦
人
科
が
改

築
さ
れ
た
西
病
棟
に
移
転
し
た
。
新
潟
大
学
医
学
部
附
属
助
産
婦
学
校
が
閉

校
さ
れ
、
医
療
技
術
短
期
大
学
部
の
助
産
学
専
攻
科
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。

学
会
で
は
、
日
本
癌
治
療
学
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
竹
内
教
授
が
「
絨
腫
治

療
の
問
題
点
と
診
断
基
準
」、
北
日
本
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
佐
藤
芳
昭
非

常
勤
講
師
が
「
妊
娠
と
心
疾
患
の
臨
床
的
背
景
、
特
に
胸
部
外
科
手
術
後
と

エ
コ
ー
カ
ル
デ
ィ
オ
グ
ラ
ム
に
よ
る
心
予
備
力
の
検
討
に
つ
い
て
」
と
題
し

講
演
さ
れ
た
。

　

昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
年
）、
竹
内
教
授
は
日
産
婦
学
会
で
「
癌
治

療
に
お
け
る
免
疫
学
的
背
景
の
問
題
点
」
を
特
別
講
演
さ
れ
、
日
本
化
学
療

法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
免
疫
療
法
」
を
担
当
さ
れ
た
。
ま
た
世
界
産
科
婦

人
科
学
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
、
竹
内
教
授
は
学
術
集
会
委
員
長
と
し
て
活

躍
さ
れ
当
教
室
の
絨
毛
性
疾
患
の
管
理
、
悪
性
腫
瘍
に
お
け
る
化
学
、
免
疫

療
法
に
関
す
る
研
究
は
高
く
評
価
さ
れ
た
。
同
年
北
日
本
学
会
を
主
催
さ

れ
、
高
橋
講
師
が
「
流
産
の
臨
床
的
免
疫
学
的
研
究
」
の
特
別
講
演
、
徳
永

昭
輝
非
常
勤
講
師
が
「
抗
Ｈ
Ｂ
ヒ
ト
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
投
与
に
よ
る
Ｈ
Ｂ
ウ

イ
ル
ス
の
母
児
感
染
予
防
及
び
投
与
基
準
」
と
題
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
担
当

さ
れ
た
。

　

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
年
）、
病
院
大
型
改
修
に
伴
い
産
科
病
棟
の

あ
っ
た
東
病
棟
の
改
築
が
始
ま
り
一
時
ベ
ッ
ド
減
と
な
っ
た
。
学
会
に
お
い

て
は
国
内
外
で
妊
娠
お
よ
び
絨
毛
性
腫
瘍
の
免
疫
学
的
研
究
、
原
因
不
明
不

妊
患
者
の
免
疫
学
的
研
究
、
絨
毛
疾
患
患
者
の
管
理
予
後
、
切
迫
流
産
の
研

究
等
多
数
の
発
表
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
「
胞
状
奇
胎
の
適
正
管
理
に
よ
る
絨

毛
癌
の
発
生
予
防
に
関
す
る
研
究
」
で
新
潟
日
報
文
化
賞
を
授
与
さ
れ
た
。

同
年
金
沢
浩
二
講
師
が
絨
毛
性
腫
瘍
の
研
究
の
た
め
英
国
へ
、
田
中
憲
一
助

手
が
米
国
国
立
衛
生
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）
に
留
学
さ
れ
た
。

　

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
年
）、
東
病
棟
の
改
築
に
伴
い
玄
関
棟
に
あ
っ

た
分
娩
部
の
東
病
棟
へ
の
移
転
、
産
科
の
整
備
お
よ
び
異
常
新
生
児
室
の
新
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設
が
な
さ
れ
た
。
五
月
日
産
婦
学
会
が
中
山
（
第
三
代
）
教
授
が
主
催
さ
れ

て
以
来
、
新
潟
の
地
で
竹
内
教
授
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
会
長
講
演
で
「
産

婦
人
科
と
生
殖
免
疫
学
」、
金
沢
講
師
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
「
婦
人
科
領
域

悪
性
腫
瘍
の
化
学
な
ら
び
に
免
疫
療
法
の
諸
問
題
に
つ
い
て
」、
佐
藤
非
常

勤
講
師
が
教
育
講
演
で
「
産
婦
人
科
領
域
に
お
け
る
癌
胎
児
蛋
白
の
基
礎
と

臨
床
」
と
題
し
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
竹
内
教
授
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
産
婦
人
科
学

会
の
招
請
を
受
け
絨
毛
性
疾
患
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
。
十
一
月
産
婦
人
科

教
室
七
十
周
年
、
竹
内
教
授
開
講
十
周
年
記
念
行
事
が
盛
大
に
催
さ
れ
た
。

　

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
年
）、
文
部
省
科
学
研
究
費
で
「
日
本
ザ
ル

に
お
け
る
実
験
的
胞
状
奇
胎
の
作
成
に
関
す
る
研
究
」
が
承
認
さ
れ
、
産
婦

人
科
領
域
に
お
け
る
免
疫
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
テ
ー
マ
に
研
究
面
に
お
い
て

一
層
の
発
展
が
な
さ
れ
た
。
竹
内
教
授
は
世
界
産
科
婦
人
科
学
会
お
よ
び
第

一
回
国
際
絨
毛
性
会
議
に
お
い
て
、
絨
毛
性
腫
瘍
に
関
し
て
免
疫
学
的
分
類

お
よ
び
管
理
、
発
生
率
に
つ
い
て
、
日
本
不
妊
学
会
で
「
不
育
症
を
め
ぐ
る

免
疫
学
的
問
題
」
と
題
し
、
特
別
講
演
さ
れ
た
。
新
潟
に
お
い
て
は
産
婦
人

科
領
域
の
地
方
部
会
、
各
種
研
究
会
が
成
功
理
に
開
催
さ
れ
、
臨
床
医
を
対

象
に
日
々
進
歩
す
る
産
婦
人
科
診
療
の
最
新
情
報
を
討
論
す
る
夏
期
セ
ミ

ナ
ー
が
新
設
さ
れ
た
。
人
事
で
は
高
橋
完
明
先
生
が
胎
盤
プ
ロ
ラ
ク
チ
ン
の

基
礎
研
究
の
た
め
米
国
Ｎ
Ｉ
Ｈ
に
留
学
さ
れ
た
（
二
年
四
ヶ
月
）。

　

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
年
）、
外
来
棟
改
修
工
事
が
修
了
し
、
旧
分

娩
部
に
あ
っ
た
臨
時
外
来
が
新
外
来
棟
に
移
転
し
た
。
外
来
整
備
と
相
俟
っ

て
、
思
春
期
の
男
女
子
を
対
象
に
婦
人
科
疾
患
に
限
ら
ず
精
神
面
に
お
け
る

問
題
を
検
討
す
る
窓
口
と
し
て
佐
藤
講
師
を
中
心
に
思
春
期
外
来
が
新
設
さ

れ
た
。
研
究
面
で
は
、
竹
内
教
授
が
英
国
免
疫
学
会
で
「
胞
状
奇
胎
の
免
疫
」

を
招
請
講
演
、
ア
ジ
ア
オ
セ
ア
ニ
ア
産
科
婦
人
科
学
会
で
自
主
作
成
し
た
ビ

デ
オ
フ
ィ
ル
ム
腹
式
広
汎
性
子
宮
全
摘
術
を
供
覧
し
、「
絨
毛
性
腫
瘍
の
成

因
」
を
招
請
講
演
さ
れ
た
。
ま
た
金
沢
講
師
が
日
本
臨
床
免
疫
学
会
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
「
産
婦
人
科
領
域
に
お
け
る
癌
免
疫
療
法
に
つ
い
て
」、
小
幡
憲

郎
非
常
勤
講
師
が
北
日
本
学
会
特
別
講
演
で
「
胞
状
奇
胎
の
形
成
過
程
に
関

す
る
臨
床
免
疫
病
理
学
的
研
究
」、
大
野
雅
弘
非
常
勤
講
師
が
日
本
不
妊
学

会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
「
着
床
を
め
ぐ
る
免
疫
学
的
研
究
」、
湯
沢
秀
夫
助
手

が
日
本
低
温
医
学
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
「
婦
人
科
癌
治
療
に
お
け
る
自

家
骨
髄
移
植
療
法
」
と
題
し
講
演
さ
れ
た
。
同
年
八
月
に
国
際
生
殖
免
疫

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
新
潟
で
開
催
さ
れ
、
内
外
よ
り
著
名
な
生
殖
免
疫
学
者

が
十
余
名
来
新
し
、
活
発
な
討
論
が
あ
り
教
室
の
研
究
も
高
く
評
価
さ
れ

た
。

　

昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
年
）、
絨
毛
性
腫
瘍
に
関
す
る
研
究
、
産
婦

人
科
病
理
学
に
長
年
と
り
く
ま
れ
て
い
た
半
藤
助
教
授
が
香
川
医
科
大
学
母

子
科
産
科
婦
人
科
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
。
診
療
面
で
は
多
様
化
に
伴
い

外
来
に
お
け
る
癌
患
者
維
持
化
学
免
疫
療
法
の
管
理
の
た
め
、
維
持
化
学
療

法
外
来
が
新
設
さ
れ
た
。
竹
内
教
授
は
、
日
産
婦
学
会
常
任
理
事
、
日
本
癌

治
療
学
会
理
事
、
日
産
婦
学
会
絨
疾
登
録
委
員
会
委
員
長
、
ア
ジ
ア
オ
セ
ア

ニ
ア
産
科
婦
人
科
学
会
癌
委
員
会
委
員
長
等
の
要
職
に
お
い
て
精
力
的
に
活

躍
さ
れ
、
学
会
で
は
、
ア
ジ
ア
産
科
婦
人
科
学
会
で
「
進
行
子
宮
頸
癌
の
化

学
療
法
」
を
教
育
講
演
、
国
際
生
殖
免
疫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
「
妊
娠
と
癌
に

お
け
る
免
疫
生
着
反
応
」
を
招
請
講
演
さ
れ
た
。
同
年
梶
野
徹
助
手
が
生
殖

免
疫
学
研
究
の
た
め
英
国
に
留
学
さ
れ
た
（
一
年
間
）。

　

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
年
）、
婦
人
科
癌
化
学
免
疫
療
法
お
よ
び
生
殖
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免
疫
学
を
中
心
に
研
究
さ
れ
て
き
た
金
沢
講
師
が
助
教
授
に
、
小
幡
非
常
勤

講
師
が
講
師
に
昇
任
さ
れ
た
。
こ
の
年
も
教
室
か
ら
国
際
学
会
、
全
国
学
会

へ
多
数
の
発
表
が
な
さ
れ
、
名
実
と
も
に
国
際
的
舞
台
に
お
い
て
も
活
躍
が

な
さ
れ
る
教
室
と
な
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。

　

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
年
）、
研
究
会
「
免
疫
の
つ
ど
い
」
を
基
に

し
て
、
生
殖
免
疫
に
お
け
る
最
先
端
の
研
究
に
携
わ
る
基
礎
学
者
、
臨
床
家

に
よ
り
日
本
医
学
生
殖
免
疫
学
会
が
設
立
さ
れ
た
。
竹
内
教
授
は
初
代
会
長

に
選
ば
れ
、
第
一
回
学
術
集
会
を
開
催
し
た
。
高
桑
好
一
先
生
が
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
「
不
育
症
へ
の
免
疫
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。
他
、

竹
内
教
授
は
第
九
回
産
婦
人
科
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ェ
リ
ー
研
究
会
お
よ
び
第

二
十
六
回
日
本
産
婦
人
科
内
視
鏡
学
会
を
主
催
し
た
。
ま
た
第
十
五
回
日
本

産
婦
人
科
病
理
・
コ
ル
ポ
ス
コ
ピ
ー
学
会
を
主
催
し
、
小
幡
憲
郎
先
生
が
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
子
宮
頸
部
腺
癌
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
と
題
し
講
演
し
た
。
ま

た
吉
沢
浩
志
先
生
が
第
三
十
四
回
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
北
日
本
連
合
地
方

部
会
特
別
講
演
で
「
極
小
未
熟
児
の
予
後
か
ら
見
た
周
産
期
医
学
の
あ
り
方

に
関
す
る
研
究
」
と
題
し
講
演
し
た
。
こ
の
年
よ
り
国
家
公
務
員
が
四
週
六

休
体
制
と
な
り
、
土
曜
日
が
隔
週
で
休
診
と
な
っ
た
。

　

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
年
）、
竹
内
教
授
は
第
八
回
日
本
産
婦
人
科

妊
娠
中
毒
症
研
究
会
を
主
催
し
た
。
臨
床
面
で
は
、
不
妊
症
治
療
に
お
い
て

腹
腔
鏡
下
配
偶
子
卵
管
移
植
（
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
）
が
実
施
に
移
さ
れ
、
妊
娠
例
が

得
ら
れ
た
。
ま
た
、
分
娩
部
・
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
お
い
て
、
在
胎
二
十
四
週
〇
日

で
出
生
し
た
五
三
四
グ
ラ
ム
の
超
低
出
生
体
重
児
の
救
命
例
も
誕
生
す
る
な

ど
、
母
体
搬
送
を
中
心
と
し
た
周
産
期
管
理
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。
同
年
三

宅
崇
雄
先
生
が
生
殖
内
分
泌
、
特
に
体
外
受
精
も
含
め
た
不
妊
症
治
療
の
研

究
の
た
め
米
国
（
ベ
イ
ラ
ー
大
学
）
へ
留
学
し
た
（
二
年
間
）。
ま
た
医
局

員
が
診
療
の
拠
り
所
と
し
て
い
る
教
室
独
自
の
「
教
室
診
療
指
針
」
改
訂
第

三
版
が
作
成
さ
れ
た
。

　

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
年
）、
竹
内
教
授
は
第
二
十
六
回
日
本
癌
治

療
学
会
を
主
催
、
約
五
千
名
の
参
加
者
を
得
て
、
会
長
講
演
「
癌
の
特
異
的

免
疫
療
法
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ　

│
ト
ロ
ホ
ブ
ラ
ス
ト
の
免
疫
的
逃
避
機
序
の

示
唆
す
る
も
の
か
ら
│
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
て
金
澤
浩
二
助
教
授
が
「
化
学
療
法
に
よ
っ
て
治
癒
が
期

待
さ
れ
る
婦
人
科
癌　

│
絨
毛
癌
と
卵
巣
癌
│
」、
田
中
憲
一
先
生
が
「
Ｃ

Ｔ
Ｌ
誘
導
時
に
お
け
る
腫
瘍
細
胞
上
の
ク
ラ
ス
Ⅰ
抗
原
の
意
義
と
臨
床
応

用
」、
湯
沢
秀
雄
先
生
が
「
卵
巣
癌
治
療
に
お
け
るsecond look 

operation

の
意
義
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。
臨
床
面
で
は
、
Ｔ

Ｉ
Ｌ
療
法
の
臨
床
応
用
が
学
会
で
注
目
さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
特
集
サ
イ

エ
ン
ス
Ｑ
〝「
が
ん
細
胞
消
滅
の
一
瞬
」
切
り
札
に
な
る
か
？
免
疫
療
法
〞

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
ま
た
体
外
受
精
・
胚
移
植
法
（IV

F-ET

）
が
実
施

に
移
さ
れ
、
更
に
体
外
受
精
に
お
け
る
受
精
卵
凍
結
保
存
お
よ
び
臨
床
応
用

が
全
国
に
先
駆
け
て
医
学
部
倫
理
委
員
会
で
承
認
を
得
る
な
ど
、
マ
ス
コ
ミ

の
注
目
を
集
め
た
。

　

平
成
元
年
（
一
九
八
九
年
）
三
月
、
十
八
年
に
わ
た
っ
て
教
室
を
主
宰
さ

れ
、
指
導
学
位
論
文
七
十
五
編
等
数
多
く
の
子
弟
の
育
成
、
教
育
に
情
熱
を

注
が
れ
、
絨
毛
性
疾
患
の
地
域
登
録
管
理
な
ど
地
域
医
療
に
密
着
し
た
臨
床

的
研
究
か
ら
「
が
ん
と
妊
娠
」
を
対
比
し
た
生
殖
免
疫
学
的
研
究
や
国
際
学

会
発
表
三
十
五
回
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
の
業
績
を
挙
げ
ら
れ

る
。
刊
行
医
学
書
（
分
担
を
含
む
）
に
つ
い
て
も
、
新
免
疫
学
叢
書
（
移
植
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免
疫
）、
現
代
産
科
婦
人
科
学
大
系

（
分
担
多
数
）、
産
婦
人
科
シ
リ
ー
ズ

（
婦
人
科
癌
検
診
の
す
べ
て
、
流
産

の
す
べ
て
、
胞
状
奇
胎
の
す
べ
て
）、

産
婦
人
科
ム
ッ
ク
（
分
担
多
数
）、

図
説
臨
床
産
婦
人
科
講
座
（
分
担
多

数
）、
産
婦
人
科
医
に
よ
る
遺
伝
相

談
、
臨
床
産
婦
人
科
手
術
全
書
（
産

科
婦
人
科
の
基
本
手
技
）、
現
代
外

科
手
術
学
大
系
（
性
器
の
手
術
）、

新
臨
床
外
科
全
書
（
絨
毛
性
腫
瘍
と

管
理
）
等
多
数
執
筆
さ
れ
て
い
る
。

ま
さ
に
獅
子
奮
迅
の
大
活
躍
を
さ
れ

た
竹
内
教
授
は
平
成
元
年
三
月
定
年

退
官
さ
れ
、
帝
京
大
学
生
物
工
学
研

究
セ
ン
タ
ー
に
研
究
の
場
を
移
さ
れ

た
。

S46年3月、竹内教授歓迎パーティ、山田昇先生より

（撮影日不明、前列左より鈴木雅洲先生、竹内正七先生、
後列左より廣井正彦先生、鈴木正彦先生、半藤保先生、

本多達雄先生）

旧病棟お別れ会、竹内正七教授退官記念誌より

001-047教室の100年id6.indd   26001-047教室の100年id6.indd   26 15/07/22   18:4515/07/22   18:45
プロセスシアンプロセスシアンプロセスマゼンタプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスイエロープロセスブラックプロセスブラック



－ 27 －

S49年4月、旧研究棟の前で、研究棟移転記念
佐々木繁先生より

医学部本館解体前、前列右から2番目が竹内教授、
新潟大学医学部七十五年史より

医学部本館の取り壊し、S51年度卒業アルバムより

S47年当時の産婦人科カルテ（外来病歴）
S47年　同窓会会報より
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S63年5月、運動会仮装、竹内正七教授退官記念誌より

H1年3月、最終回診記念、竹内正七教授退官記念誌より
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田
中
憲
一
教
授
時
代
（
平
成
元
年
八
月
か
ら
平
成
二
十
二
年
現
在
）

（
一
九
八
九
〜
二
〇
一
〇
現
在
）

　

平
成
元
年
（
一
九
八
九
年
）
八
月
、
教
室
の
田
中
憲
一
講
師
が
第
六
代
教

授
に
就
任
さ
れ
た
。
田
中
教
授
は
教
室
で
の
歴
史
上
初
の
同
窓
生
え
抜
き
教

授
で
あ
り
、
米
国
国
立
予
防
衛
生
研
究
所
に
六
年
間
留
学
し
、
腫
瘍
免
疫

学
・
分
子
生
物
学
を
研
究
さ
れ
、
腫
瘍
内
浸
潤
リ
ン
パ
球
を
用
い
た
抗
癌
免

疫
療
法
を
臨
床
応
用
さ
れ
た
。
世
界
の
一
流
科
学
雑
誌
に
多
数
の
論
文
発
表

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
圧
倒
的
な
研
究
業
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
教
授
就

任
後
も
家
族
性
卵
巣
癌
の
集
積
に
よ
る
卵
巣
癌
の
遺
伝
子
診
断
、
カ
チ
オ

ニ
ッ
ク
リ
ポ
ソ
ー
ム
を
ベ
ク
タ
ー
と
し
た
卵
巣
癌
の
遺
伝
子
治
療
な
ど
の
研

究
、
遺
伝
子
不
安
定
性
の
機
能
解
析
及
び
遺
伝
子
変
異
推
測
モ
デ
ル
の
構
築

に
よ
る
乳
癌
卵
巣
癌
ハ
イ
リ
ス
ク
キ
ャ
リ
ア
ー
の
同
定
と
発
症
予
防
法
の
確

立
に
関
す
る
研
究
、
ゲ
ノ
ム
全
域
関
連
解
析
に
よ
る
子
宮
内
膜
症
感
受
性
遺

伝
子
の
同
定
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
男
性
非
感
染
女
性
夫
婦
に
対
す
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
除
去

精
子
を
用
い
た
体
外
受
精
・
胚
移
植
の
臨
床
研
究
等
を
行
い
、
産
科
婦
人
科

の
あ
ら
ゆ
る
領
域
の
研
究
体
制
を
整
え
、
最
新
の
実
験
装
置
の
設
置
等
精
力

的
に
研
究
の
基
盤
を
築
か
れ
た
。
以
下
、
各
年
毎
の
変
遷
と
ま
と
め
た
。

　

平
成
元
年
（
一
九
八
九
年
）、
佐
藤
芳
昭
先
生
が
第
三
十
回
日
本
母
性
衛

生
学
会
解
説
講
演
「
米
国
に
お
け
る
思
春
期
の
問
題
点　

│
日
本
と
の
対
比

に
お
い
て
│
」、
本
間
滋
先
生
が
第
三
十
回
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
北
日
本

連
合
地
方
部
会
特
別
講
演
「
着
床
部
に
お
け
る
母
児
間
の
免
疫
的
相
関
に
関

す
る
研
究
│
腫
瘍
組
織
と
の
対
比
も
含
め
た
免
疫
組
織
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」

と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
た
。
織
田
和
哉
先
生
が
生
殖
内
分
泌
や
不
妊
症

治
療
の
研
究
の
た
め
米
国
（
ベ
イ
ラ
ー
大
学
）
お
よ
び
カ
ナ
ダ
（
ブ
エ
ル
フ

大
学
）
へ
留
学
し
た
（
三
年
間
）。
ま
た
同
年
、
長
年
に
わ
た
り
産
婦
人
科

病
棟
婦
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
栗
山
君
枝
氏
が
退
職
さ
れ
、
後
任
に
渡
辺
美

登
里
氏
が
新
婦
長
に
就
任
し
た
。

　

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
年
）、
田
中
教
授
は
第
十
八
回
日
本
産
科
婦
人
科

学
会
北
陸
連
合
地
方
部
会
特
別
講
演
「
腫
瘍
内
浸
潤
リ
ン
パ
球
の
抗
腫
瘍
活

性
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
し
、
他
に
も
第
三
十
八
回
日
本
輸
血
学
会
、

第
六
回
日
本
皮
膚
悪
性
腫
瘍
学
会
な
ど
、
多
数
の
学
会
に
て
特
別
講
演
を

行
っ
た
。
同
年
上
田
宏
之
先
生
が
細
胞
の
癌
化
に
お
け
る
ウ
イ
ル
ス
の
関
与

に
関
す
る
研
究
の
た
め
に
米
国
（
ア
メ
リ
カ
赤
十
字Jerom

e H
olland 

Laboratory

）
に
留
学
し
た
（
三
年
間
）。

　

平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）、
田
中
教
授
は
第
百
四
回
日
本
不
妊
学
会
関

東
地
方
部
会
を
主
催
し
た
。
第
十
八
回
日
本
母
性
保
護
医
協
会
全
国
大
会
が

新
潟
で
開
催
さ
れ
、
金
澤
助
教
授
が
教
育
講
演
「
卵
巣
癌
治
療
に
お
け
る
臨

床
的
諸
問
題
」
を
担
当
し
た
。
ま
た
金
澤
助
教
授
は
第
九
回
絨
毛
性
疾
患
研

究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
部
分
胞
状
奇
胎
の
診
断
基
準
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

発
表
し
た
。
同
年
、
青
木
陽
一
先
生
が
腫
瘍
免
疫
研
究
の
た
め
に
米
国

（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合
病
院
）
に
留
学
し
た
（
三
年

間
）。
こ
の
年
よ
り
病
棟
が
産
科
・
分
娩
部
と
婦
人
科
に
分
か
れ
、
婦
人
科

婦
長
に
松
本
明
子
氏
が
就
任
し
た
。

　

平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）、
金
澤
助
教
授
が
琉
球
大
学
医
学
部
産
科
婦

人
科
学
教
室
の
教
授
に
赴
任
さ
れ
、
吉
沢
講
師
が
助
教
授
に
昇
任
し
た
。
同

年
土
曜
閉
庁
が
本
施
行
さ
れ
、
土
曜
日
の
外
来
が
完
全
に
休
診
と
な
っ
た
。

　

平
成
五
年
（
一
九
九
三
年
）、
田
中
教
授
は
厚
生
省
研
究
班
「
遺
伝
性
代
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謝
病
の
胎
児
期
遺
伝
子
治
療
を
行
う
た
め
の
基
礎
的
研
究
と
技
術
開
発
」
を

組
織
し
、
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
を
用
い
た
胎
児
期
遺
伝
子
治
療
の
基

礎
研
究
を
開
始
し
た
。
ま
た
第
二
十
一
回
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
北
陸
連
合

地
方
部
会
及
び
第
四
十
一
回
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
北
日
本
連
合
地
方
部
会

を
主
催
し
、
児
玉
省
二
先
生
が
特
別
講
演
を
行
い
「
悪
性
卵
巣
腫
瘍
治
療
の

現
状
と
展
望　

│
疫
学
、
臨
床
病
理
、
集
学
的
治
療
の
検
討
│
」
と
題
し
講

演
し
た
。
第
十
七
回
日
本
臨
床
遺
伝
学
会
を
本
多
医
療
短
期
大
学
部
教
授
が

主
催
し
、
吉
沢
助
教
授
が
特
別
講
演
を
行
い
「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
と
先
天
異
常
」
と

題
し
講
演
し
た
。
倉
林
工
先
生
は
第
八
回
日
本
更
年
期
医
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
て
「
骨
量
減
少
の
診
断
と
治
療　

│
婦
人
科
の
立
場
か
ら
│
」
と
題
し

発
表
し
た
。
外
来
部
門
で
は
、
更
年
期
障
害
や
骨
粗
鬆
症
な
ど
を
対
象
と
し

た
「
い
き
い
き
外
来
」
を
開
設
し
た
。

　

平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）、
田
中
教
授
は
日
本
医
師
会
医
学
研
究
助
成

を
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
新
潟
大
学
医
学
部
公
開
講
座
「
老
年
期
を
い
き
き
と

過
ご
す
た
め
に
│
閉
経
前
後
か
ら
の
婦
人
の
健
康
管
理
」
を
担
当
し
た
。
吉

沢
助
教
授
が
医
療
技
術
短
期
大
学
部
看
護
学
科
教
授
に
転
出
さ
れ
、
児
玉
講

師
が
助
教
授
に
昇
任
し
た
。
高
桑
先
生
が
第
三
十
九
回
日
本
不
妊
学
会
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
「
自
己
抗
体
陽
性
不
育
症
患
者
に
対
す
る
柴
苓
湯
の
効
果
」
と

題
し
て
発
表
し
た
。
同
年
、
藤
田
和
之
先
生
が
ホ
メ
オ
ボ
ッ
ク
ス
遺
伝
子
の

研
究
目
的
に
米
国
（
ア
メ
リ
カ
赤
十
字Jerom

e H
olland Laboratory

）

に
留
学
し
た
（
二
年
間
）。

　

平
成
七
年
（
一
九
九
五
年
）、
田
中
教
授
は
厚
生
省
研
究
班
「
シ
バ
ヤ
ギ

胎
仔
肝
細
胞
に
対
す
る
子
宮
内
遺
伝
子
導
入
の
試
み
」
を
組
織
し
、
リ
ポ

ソ
ー
ム
を
用
い
た
遺
伝
子
導
入
実
験
を
行
っ
た
。
ま
た
周
産
期
臨
床
分
野
で

も
、
分
担
研
究
「
早
産
の
予
知
・
予
防
に
関
す
る
研
究
」
を
担
当
し
た
。
高

桑
先
生
が
第
四
十
回
日
本
不
妊
学
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
て
「
自
己
免
疫
陽

性
不
育
症
に
対
す
る
治
療
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。
同
年
倉
林
先
生
が
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
受
容
体
お
よ
び
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
受
容
体
遺
伝
子
多
型
と
骨
代
謝
の
関

係
に
つ
い
て
の
研
究
目
的
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
病

院
）（
一
年
間
）
へ
、
ま
た
相
田
浩
先
生
が
Ｂ
細
胞
の
増
殖
・
分
化
の
研
究

目
的
に
米
国
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合
病
院
）（
一
年

間
）
へ
そ
れ
ぞ
れ
留
学
し
た
。
臨
床
面
に
お
い
て
は
、
重
症
男
性
不
妊
症
に

対
す
る
卵
細
胞
内
精
子
注
入
（
顕
微
受
精
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
）
の
臨
床
応
用
を
開

始
し
た
。

　

平
成
八
年
（
一
九
九
六
年
）、
田
中
教
授
は
文
部
省
科
学
研
究
費
基
盤
研

究
「
連
鎖
解
析
に
よ
る
上
皮
性
卵
巣
が
ん
関
連
遺
伝
子
領
域
の
特
定
と
構
造

決
定
」
を
開
始
し
、
家
族
性
卵
巣
癌
に
お
け
る
原
因
遺
伝
子
の
検
索
を
開
始

し
た
。
ま
た
厚
生
省
分
担
研
究
「
ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
の
予
防
と
妊
娠
健
康
診

査
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
」、
ま
た
「
生
涯
を
通
じ
た
女
性
の
健
康
支
援

事
業
」
の
一
つ
と
し
て
全
国
五
カ
所
に
計
画
さ
れ
て
い
た
不
妊
専
門
相
談
セ

ン
タ
ー
が
当
院
に
設
置
さ
れ
、
臨
床
面
で
も
精
巣
上
体
精
子
に
よ
り
、
無
精

子
症
の
男
性
か
ら
の
妊
娠
・
分
娩
に
成
功
す
る
な
ど
、
腫
瘍
分
野
の
他
に
周

産
期
や
生
殖
医
療
分
野
で
の
研
究
や
臨
床
面
で
の
体
制
も
充
実
し
て
き
た
。

第
四
十
四
回
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
北
日
本
連
合
地
方
部
会
に
て
、
吉
谷
徳

夫
先
生
が
特
別
講
演
「
自
家
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
に
よ
る
婦
人
科
化
学
療

法
」、
倉
林
先
生
は
市
民
公
開
講
座
で
「
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
い
き
い
き
と

生
き
る
た
め
に
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
た
。
同
年
倉
田
仁
先
生
が
造

血
幹
細
胞
の
増
殖
分
化
に
関
す
る
研
究
目
的
に
米
国
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
血
液
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セ
ン
タ
ー
）
へ
留
学
し
た
（
一
年
間
）。

　

平
成
九
年
（
一
九
九
七
年
）、
田
中
教
授
は
厚
生
省
が
ん
克
服
戦
略
研
究

事
業
と
し
て
の
「
家
族
性
卵
巣
が
ん
関
連
遺
伝
子
の
分
離
と
遺
伝
子
診
断
に

よ
る
早
期
診
断
法
の
確
立
」
研
究
班
を
主
催
さ
れ
、
以
後
三
年
間
で

BRCA
1

に
続
く
家
族
性
卵
巣
癌
に
関
連
す
る
新
規
原
因
遺
伝
子
の
存
在
を

示
唆
し
た
。
ま
た
、「
子
宮
内
膜
症
を
有
す
る
不
妊
症
の
治
療
に
関
す
る
研

究
」
を
分
担
担
当
さ
れ
た
。
高
桑
先
生
が
第
四
十
九
回
日
本
産
科
婦
人
科
学

会
生
涯
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
「
着
床
機
序
よ
り
不
妊

症
・
不
育
症
に
せ
ま
る　

免
疫
的
視
点
か
ら
み
た
不
育
症
の
診
断
と
治
療
」、

第
十
八
回
日
本
妊
娠
中
毒
症
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
妊
娠
中
毒
症
病
態
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
お
い
て
「
免
疫
的
液
性
因
子
の
関
与　

│
特
に
自
己
免
疫

因
子
を
中
心
と
し
て
」
を
担
当
し
た
後
、
生
殖
免
疫
学
研
究
の
た
め
英
国

（
リ
バ
プ
ー
ル
大
学
）
へ
留
学
し
た
。

　

平
成
十
年
（
一
九
九
八
年
）、
田
中
教
授
は
文
部
省
科
学
研
究
費
基
盤
研

究
「
分
子
生
物
学
的
解
析
に
よ
る
家
族
性
卵
巣
が
ん
の
第
一
次
予
防
法
の
開

発
及
び
確
立
に
関
す
る
研
究
」
研
究
班
を
組
織
し
、BRCA

1
、BRCA

2

に

続
く
原
因
遺
伝
子
の
新
た
な
検
索
を
開
始
し
た
。
厚
生
省
の
分
担
研
究
「
子

宮
内
膜
症
合
併
不
妊
患
者
に
対
す
る
治
療
法
の
開
発
」
や
エ
イ
ズ
対
策
研
究

事
業
の
分
担
研
究
も
担
当
し
た
。
人
事
で
は
高
桑
講
師
が
助
教
授
に
昇
任
し

た
。
富
田
雅
俊
先
生
が
第
十
三
回
日
本
更
年
期
医
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て

「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
・
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
受
容
体
遺
伝
子
多
型
と
骨
密
度
」
と
題
し

て
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。
同
年
八
幡
哲
郎
先
生
が
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
受
容
体
の

coactivator

で
あ
るM

SG

遺
伝
子
機
能
の
研
究
の
た
め
、
米
国
（
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合
病
院
）
に
留
学
し
た
（
三
年
間
）。

　

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
年
）、
田
中
教
授
開
講
十
周
年
記
念
祝
賀
行
事

を
開
催
、「
家
族
性
卵
巣
癌
の
基
礎
と
臨
床
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。
高
桑

助
教
授
が
第
四
十
七
回
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
北
日
本
連
合
地
方
部
会
特
別

講
演
「
異
常
妊
娠
と
自
己
免
疫　

│
基
礎
的
、
臨
床
的
検
討
│
」
を
、
第
九

回
腎
と
妊
娠
研
究
会
教
育
講
演
「
抗
リ
ン
脂
質
抗
体
と
妊
娠
」
と
題
し
て
講

演
を
行
っ
た
。
ま
た
教
室
独
自
の
「
産
科
婦
人
科
診
療
指
針
」
を
大
幅
に
改

訂
し
第
四
版
を
発
行
し
た
。
臨
床
面
で
は
外
来
部
門
に
特
殊
不
妊
外
来
（
男

性
不
妊
外
来
）
を
開
設
し
た
。
婦
人
科
病
棟
婦
長
と
し
て
八
年
勤
務
さ
れ
た

松
本
明
子
婦
長
が
定
年
退
職
さ
れ
、
後
任
婦
長
と
し
て
荒
瀬
原
明
子
氏
が
就

任
し
た
。

　

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
年
）、
田
中
教
授
は
文
部
省
科
学
研
究
費
基
盤

研
究
「
検
診
・
治
療
シ
ス
テ
ム
確
立
を
目
指
し
た
家
族
性
卵
巣
癌
関
連
遺
伝

子
分
離
・
解
析
に
関
す
る
研
」
を
開
始
し
た
。
厚
生
省
が
ん
克
服
戦
略
研
究

事
業
「SN

Ps

（Single N
ucleotide Polym

orphism

）
を
用
い
た
相
関

解
析
に
よ
る
家
族
性
卵
巣
癌
関
連
遺
伝
子
の
単
離
と
解
析
」
研
究
班
長
と
し

て
二
年
間
主
催
し
、
そ
の
成
果
の
一
部
を
ド
イ
ツ
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
開
催
さ
れ

た
第
六
回
日
独
産
科
婦
人
科
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
し
た
。
他
に
も
、
エ
イ

ズ
対
策
研
究
事
業
「
妊
産
婦
の
Ｓ
Ｔ
Ｄ
及
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
率
と
妊
婦
Ｓ
Ｔ
Ｄ

及
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
出
生
児
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
研
究
」、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
・

再
生
医
療
等
研
究
「
子
宮
内
膜
症
病
態
解
明
を
目
的
と
し
た
罹
患
同
胞
対
連

鎖
及
び
患
者
・
対
照
群
相
関
解
析
を
用
い
た
遺
伝
学
的
研
究
」
研
究
班
を
と

も
に
三
年
間
主
催
し
た
。
同
年
周
産
母
子
セ
ン
タ
ー
が
附
属
病
院
中
央
診
療

部
門
と
し
て
独
立
、
初
代
セ
ン
タ
ー
部
長
と
し
て
田
中
教
授
が
併
任
、
ま
た

倉
林
講
師
が
助
教
授
昇
任
す
る
と
と
も
に
同
セ
ン
タ
ー
副
部
長
に
就
任
し
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た
。

　

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
年
）、
田
中
教
授
は
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費

基
盤
研
究
「
卵
子
成
熟
の
た
め
の
Ｆ
Ｓ
Ｈ
受
容
体
遺
伝
子
導
入
顆
粒
膜
細
胞

を
用
い
た
遺
伝
子
治
療
の
基
盤
的
研
究
」
に
て
、
遺
伝
子
治
療
を
用
い
た
顆

粒
膜
細
胞
と
の
共
培
養
に
よ
る
卵
子
の
体
外
培
養
の
研
究
を
開
始
し
た
。
臨

床
面
で
は
附
属
病
院
の
新
病
棟
が
完
成
し
、
産
科
お
よ
び
周
産
母
子
セ
ン

タ
ー
が
西
館
五
階
病
棟
に
移
転
し
た
。
ま
た
不
妊
症
患
者
に
増
加
に
伴
い
、

不
妊
内
分
泌
外
来
を
従
来
の
午
前
中
の
み
な
ら
ず
、
午
後
に
も
拡
大
し
た
。

ま
た
前
年
度
開
始
し
た
厚
生
労
働
省
エ
イ
ズ
対
策
研
究
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
男
性
非
感
染
女
性
夫
婦
に
対
す
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
除
去
精
子
を
用
い
た
体
外
受

精
・
胚
移
植
は
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
注
目
を
浴
び
た
。

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
年
）、
田
中
教
授
は
厚
生
労
働
省
が
ん
克
服
戦
略

研
究
「3p22-p25

領
域
に
お
け
るSN

Ps

相
関
解
析
を
用
い
た
家
族
性
卵

巣
癌
関
連
遺
伝
子
の
単
離
と
解
析
」
を
二
年
間
、
エ
イ
ズ
対
策
研
究
「
若
年

婦
人
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
状
況
お
よ
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
と
生
殖
医
療
と
の
関

連
」
を
三
年
間
主
催
し
た
。
高
桑
助
教
授
が
第
十
六
回
日
本
エ
イ
ズ
学
会
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
女
性
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト　

妊
婦
に
も
急
増

の
き
ざ
し　

│
我
が
国
の
Ｓ
Ｔ
Ｄ
」、
倉
林
助
教
授
が
第
四
十
七
回
日
本
不

妊
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ｐ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
と
不
妊
治
療
の
デ
ベ
イ
ト
」
に
お
い
て

「
Ｐ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
薬
療
法
の
不
応
例
の
治
療
」
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
。
ま
た
同

年
教
室
の
歴
史
上
初
め
て
女
性
入
局
者
が
男
性
を
上
回
っ
た
。
そ
れ
に
伴

い
、
女
性
専
用
の
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
を
設
け
る
な
ど
、
女
医
の
た
め
の
ア
メ

ニ
テ
ィ
の
充
実
を
他
科
に
先
駆
け
て
い
ち
早
く
図
っ
た
。

　

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
年
）、
高
桑
助
教
授
が
第
五
十
五
回
日
本
産
科

婦
人
科
学
会
ク
リ
ニ
カ
ル
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
て
「
不
育
症
の
病
態
解
明
と

治
療
の
展
望　

凝
固
線
溶
系
の
視
点
か
ら
」
と
題
し
て
、
青
木
先
生
が
第

五
十
一
回
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
北
日
本
連
合
地
方
部
会
特
別
講
演
「
子
宮

頸
癌
に
対
す
るN

eoadjuvant chem
otherapy

」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

ま
た
倉
田
先
生
が
英
国
（
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
カ
レ
ッ
ジ
ロ
ン
ド
ン
）
へ
、
ま
た

石
井
桂
介
先
生
が
胎
児
鏡
手
術
の
研
修
の
た
め
に
米
国
（
フ
ロ
リ
ダ
胎
児
診

断
治
療
研
究
所
）（
半
年
間
）
へ
そ
れ
ぞ
れ
留
学
し
た
。
臨
床
面
で
は
外
来

部
門
に
悪
性
腫
瘍
に
よ
る
痛
み
の
ケ
ア
や
心
の
ケ
ア
を
行
う
「
緩
和
ケ
ア
外

来
」
を
新
設
し
、
通
常
の
外
来
で
は
な
か
な
か
時
間
が
と
れ
な
い
中
、
患
者

様
と
ゆ
っ
く
り
色
々
な
相
談
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
た
。
婦
人
科
病

棟
で
は
荒
瀬
原
明
子
師
長
が
第
一
内
科
に
異
動
さ
れ
、
後
任
師
長
と
し
て
風

間
真
理
子
氏
が
就
任
し
た
。

　

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
年
）、
田
中
教
授
は
厚
生
労
働
省
第
三
次
対
が

ん
総
合
戦
略
研
究
「
が
ん
医
療
経
済
と
患
者
負
担
最
小
化
に
関
す
る
研
究
」

の
中
で
、
分
担
研
究
「
産
婦
人
科
が
ん
の
疾
病
管
理
と
費
用
に
関
す
る
研
究
」

を
三
年
間
担
当
し
た
。
他
、
子
ど
も
家
庭
総
合
研
究
「
小
児
科
産
科
若
手
医

師
の
確
保
・
育
成
に
関
す
る
研
究
」
の
中
で
、
分
担
研
究
「
産
科
若
手
医
師

の
確
保
・
育
成
に
関
す
る
研
究
と
提
案
」
を
三
年
間
担
当
し
た
。
ま
た
第

四
十
九
回
日
本
不
妊
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「A

R
T

のQ
uality 

A
ssurance

」
の
中
で
、「
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
と
生
殖
医
療
」
と
題
し

て
講
演
し
た
。
高
桑
助
教
授
は
ド
イ
ツ
ベ
ル
リ
ン
に
て
開
催
さ
れ
た
第
八
回

日
独
産
科
婦
人
科
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
「Studies on the com

patibility 
of H

LA
-Class II genotypes and phenotypes in patients w

ith 
unexplained recurrent abortion in Japanese population

」
と
題
し

001-047教室の100年id6.indd   33001-047教室の100年id6.indd   33 15/07/22   18:4515/07/22   18:45
プロセスシアンプロセスシアンプロセスマゼンタプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスイエロープロセスブラックプロセスブラック



－ 34 －

て
発
表
し
た
。
臨
床
で
は
、
石
井
桂
介
先
生
が
第
二
十
七
回
日
本
産
科
婦
人

科
Ｍ
Ｅ
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
「
胎
児
鏡
下
胎
盤
吻
合
血
管
レ
ー
ザ
ー
凝

固
術
の
適
応
と
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｓ
の
術
前
術
後
評
価
」
と
題
し
て
発
表
し
、
双
胎
間

輸
血
症
候
群
に
対
す
る
子
宮
内
レ
ー
ザ
ー
治
療
を
開
始
し
た
。

　

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）、
高
桑
助
教
授
が
病
院
教
授
に
就
任
し
、

そ
の
直
後
に
韓
国
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
十
九
回
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア

産
科
婦
人
科
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
「U

nexplained recurrent 
abortion: Im

m
unologic background and effi  cacy of im

m
unologic 

treatm
ent

」
と
題
し
て
発
表
し
た
。
ま
た
岡
田
潤
幸
先
生
が
第
五
十
回
日

本
不
妊
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
精
子
形
成
に
お
け
る
分
子
生
物
学
的
解
析
と

臨
床
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ　

精
巣
組
織
に
お
け
る
遺
伝
子
発
現
解
析
お
よ
び

Ｄ
Ｎ
Ａ
相
関
解
析
に
よ
る
乏
精
子
症
の
解
明
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。
関
根

正
幸
先
生
がBRCA

1

遺
伝
子
機
能
解
析
研
究
の
た
め
米
国
（
ベ
ス
イ
ス
ラ

エ
ル
病
院
）（
一
年
間
）
へ
、
芹
川
武
大
先
生
が
子
宮
体
癌
細
胞
に
お
け
る

シ
グ
ナ
ル
ト
ラ
ン
ス
ダ
ク
シ
ョ
ン
研
究
の
た
め
米
国
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合
病
院
）（
二
年
間
）
へ
留
学
し
た
。
臨
床
面
で
は
、

婦
人
科
手
術
に
お
い
て
早
期
子
宮
体
癌
症
例
に
対
す
る
腹
腔
鏡
下
手
術
を
導

入
し
た
。
診
療
面
で
は
新
潟
大
学
市
医
歯
学
綜
合
病
院
新
築
工
事
の
第
二
期

工
事
が
終
了
し
、
十
二
月
三
十
日
に
婦
人
科
病
棟
が
旧
病
棟
か
ら
産
科
病
棟

の
一
階
下
と
な
る
西
館
四
階
へ
移
転
し
た
。
大
学
病
院
の
診
療
に
応
じ
た
成

果
主
義
が
こ
の
年
か
ら
導
入
さ
れ
、
前
年
度
の
診
療
利
益
を
上
回
っ
た
場

合
、
あ
ら
か
じ
め
宣
言
し
て
い
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
率
に
応
じ
て
各
科
に

予
算
が
配
分
さ
れ
、
機
器
購
入
な
ど
の
資
金
が
支
払
わ
れ
る
制
度
が
導
入
さ

れ
、
コ
ス
ト
を
意
識
し
た
診
療
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
医
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
大
幅
改
訂
さ
れ
、
毎
月
の
外
来
担
当
医
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
の
せ
る
等
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
へ
の
配
慮
も
よ
り
意
識
し
て
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）、
田
中
教
授
は
第
五
十
八
回
日
本
産
科
婦

人
科
学
会
を
主
催
し
た
。
同
学
会
は
産
科
婦
人
科
学
分
野
の
最
高
峰
の
学
会

で
あ
り
、
学
会
場
固
定
化
の
試
験
期
間
の
初
年
度
に
あ
た
り
、
パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
四
日
間
に
わ
た
る
学
会
に
は
四
千
五
百
名
余

の
産
婦
人
科
医
が
参
加
し
、
盛
会
で
あ
っ
た
。
同
学
会
に
お
い
て
、
田
中
教

授
は
会
長
講
演
「
婦
人
科
分
野
に
お
け
る
分
子
遺
伝
学
的
研
究
」、
高
桑
病

院
教
授
は
教
育
講
演
「
不
育
症
と
自
己
免
疫
異
常
」
を
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
。

ま
た
引
続
き
開
催
さ
れ
た
第
九
回
日
独
産
科
婦
人
科
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

八
幡
哲
郎
先
生
、
菊
池
朗
先
生
、
鈴
木
美
奈
先
生
が
そ
れ
ぞ
れ
サ
テ
ラ
イ
ト

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
発
表
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
田
中
教
授
は
六
月
に
第

二
十
四
回
日
本
産
婦
人
科
感
染
症
研
究
会
を
主
催
、
菊
池
先
生
が
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
歯
周
病
と
周
産
期
予
後
」
と
題
し
て
発
表
、
ま
た
十
月
に
は
第

二
十
七
回
日
本
妊
娠
高
血
圧
症
学
会
を
主
催
し
、
高
桑
病
院
教
授
が
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
の
同
種
免
疫
的
背
景
│
夫
婦
間
組
織
適
合
性

抗
原
系
の
類
似
性
に
関
す
る
解
析
」、
菊
池
先
生
が
「
歯
周
病
と
周
産
期
予

後
│
特
に
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
と
子
宮
内
胎
児
発
育
遅
延
に
つ
い
て
│
」
を

担
当
す
る
な
ど
、
全
国
規
模
の
学
会
を
主
催
し
た
。
人
事
面
で
は
青
木
講
師

が
琉
球
大
学
医
学
部
器
官
病
態
医
科
学
講
座
女
性
・
生
殖
医
学
分
野
教
授
に

就
任
し
た
。
研
究
面
で
は
、
田
中
教
授
は
厚
生
労
働
省
エ
イ
ズ
対
策
研
究

「
周
産
期
・
小
児
・
生
殖
医
療
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
対
策
に
関
す
る
集
学

的
研
究
」
の
中
の
分
担
研
究
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
男
性
、
陰
性
女
性
夫
婦
に
対
す
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る
生
殖
補
助
医
療
の
応
用
に
関
す
る
基
礎
的
・
臨
床
的
研
究
」
を
担
当
さ
れ

た
。
高
桑
病
院
教
授
は
第
十
八
回
Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
国
際
婦
人
科
学
産
科
学
会
に
お

い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「Studies on the association betw

een 
unexplained recurrent abortion and genotype of hum

an m
ajor 

histocom
patibility com

plex antigens

（
Ｈ
Ｌ
Ａ
）」
を
発
表
し
た
。
臨

床
面
で
は
、
婦
人
科
で
は
手
術
侵
襲
の
少
な
い
腹
腔
鏡
下
手
術
を
積
極
的
に

行
い
、
ま
た
産
科
で
は
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
エ
コ
ー
を
充
実
さ
せ
、
胎
児
診
断

を
精
力
的
に
行
っ
た
。

　

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）、
田
中
教
授
は
十
月
に
第
五
十
五
回
日
本

産
科
婦
人
科
学
会
北
日
本
連
合
地
方
部
会
を
主
催
さ
れ
た
。
朱
鷺
メ
ッ
セ
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
藤
田
講
師
が
特
別
講
演
を
行
い
「
造
精
機
能
障
害
の
臨

床
的
評
価
と
治
療
法
に
関
す
る
研
究
」
と
題
し
て
発
表
し
、
菊
池
講
師
が

モ
ー
ニ
ン
グ
シ
ン
ポ
ウ
ム
に
て
「N

ew
 K
now
ledge in Perinatology: 

歯
周
病
と
周
産
期
異
常
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。
ま
た
十
一
月
に
行
わ
れ
た

日
本
産
婦
人
科
医
会
の
市
民
公
開
講
座
に
て
高
桑
病
院
教
授
が
「
産
婦
人
科

専
門
医
と
語
る
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
：
し
の
び
よ
る
性
感
染
症
〜
性
に
対
す
る

正
し
い
知
識
を
〜
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。
研
究
面
で
は
、
田
中
教
授
が
、

厚
生
労
働
省
第
三
次
対
が
ん
総
合
戦
略
研
究
事
業
の
研
究
分
野
３
「
革
新
的

な
が
ん
予
防
法
の
開
発
に
関
す
る
研
究
」
内
の
「
遺
伝
子
不
安
定
性
の
機
能

解
析
及
び
遺
伝
子
変
異
推
測
モ
デ
ル
の
構
築
に
よ
る
乳
癌
卵
巣
癌
ハ
イ
リ
ス

ク
キ
ャ
リ
ア
ー
の
同
定
と
発
症
予
防
法
の
確
立
」
を
主
任
研
究
者
と
し
て
三

年
間
担
当
さ
れ
、
将
来
の
乳
癌
・
卵
巣
が
ん
ハ
イ
リ
ス
ク
症
例
の
抽
出
に
、

遺
伝
子
不
安
定
性
解
析
が
有
用
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
田
中
教

授
は
、
国
際
医
療
協
力
研
究
「
我
が
国
の
二
国
間
保
健
医
療
協
力
と
国
際
機

関
、
国
際
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
及
び
他
国
の
二
国
間
協
力
と
の
今
後
の
連
携

の
在
り
方
に
つ
い
て
」
の
中
で
、「
エ
イ
ズ
分
野
国
際
保
健
医
療
協
力
の
国

際
連
携
に
つ
い
て
」
を
二
年
間
担
当
さ
れ
た
。

　

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
年
）、
田
中
教
室
は
開
講
二
十
周
年
を
迎
え
た
。

学
会
発
表
で
は
八
月
に
高
桑
病
院
教
授
が
第
二
十
六
回
受
精
着
床
学
会
に
お

い
て
教
育
講
演
を
行
い
「
不
育
症
の
現
場
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
題
し
て
発

表
し
、
十
一
月
に
八
幡
講
師
が
第
四
十
五
回
婦
人
科
腫
瘍
学
会
に
お
け
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
「
卵
巣
癌
に
対
す
る
分
子
標
的
療
法
」
と
題
し
て
発
表
し

た
。
ま
た
八
幡
講
師
は
日
本
婦
人
科
化
学
療
法
研
究
機
構
（
Ｊ
Ｇ
Ｏ
Ｇ
）
の

第
十
五
回
海
外
派
遣
者
と
し
て
選
出
さ
れ
、Seoul N

ational U
niversity

で
のW

orkshop

に
て
「Current Status of Endom

etrial Cancer 
T
reatm

ent

」
と
題
し
て
発
表
し
た
。
研
究
面
で
は
田
中
教
授
が
担
当
さ
れ

て
い
る
分
担
研
究
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
男
性
、
陰
性
女
性
夫
婦
に
対
す
る
生
殖
補

助
医
療
の
応
用
に
関
す
る
基
礎
的
・
臨
床
的
研
究
」
の
一
環
と
し
て
、
田
中

教
授
お
よ
び
八
幡
講
師
が
中
心
と
な
り
、「
中
空
糸
カ
ラ
ム
を
使
用
し
た
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
男
性
精
液
中
か
ら
の
ウ
イ
ル
ス
の
除
去
法
」
を
新
た
に
開
発
し
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
「
お
は
よ
う
日
本
」
を
は
じ
め
と
し
て
全
国
紙
に
も
多
数
紹
介
さ
れ

マ
ス
コ
ミ
で
も
広
く
話
題
と
な
っ
た
。

　

診
療
面
で
は
、
外
来
通
院
治
療
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
婦
人
科
癌
の
化

学
療
法
が
日
帰
り
に
て
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
七
月
に
は
全
国

で
初
め
て
初
期
子
宮
体
癌
に
対
す
る
腹
腔
鏡
下
根
治
手
術
が
先
進
医
療
と
し

て
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
一
月
か
ら
三
ヶ
月
間
、
八
幡
講
師
が
米
国N

ew
 

Y
ork

のM
em
orial Sloan K

ettering Cancer Center

に
臨
床
留
学

し
、Robotic Surgery

や
卵
巣
癌
に
対
す
るradical surgery

、
子
宮
頸

001-047教室の100年id6.indd   35001-047教室の100年id6.indd   35 15/07/22   18:4515/07/22   18:45
プロセスシアンプロセスシアンプロセスマゼンタプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスイエロープロセスブラックプロセスブラック



－ 36 －

癌
に
対
す
る
妊
孕
性
温
存
手
術
（
広
汎
子
宮
頸
部
摘
出
術
）
等
の
新
た
な
技

術
を
学
ん
で
帰
国
し
た
。
産
科
で
は
数
年
前
よ
り
行
っ
て
き
た
、
胎
児
エ

コ
ー
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
回
線
を
使
用
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
大
学
医
師
が
診

断
、
助
言
を
行
っ
て
き
た
胎
児
エ
コ
ー
遠
隔
診
断
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
新

潟
県
の
補
助
の
下
、
県
内
七
施
設
の
医
療
機
関
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
な
ぐ

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
さ
ら
な
る
診
断
技
術
の
向
上
と
地
域
医
療
へ
の
貢
献

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、「
胎
児
心
超
音
波
検
査
」
が
先
進

医
療
と
し
て
承
認
さ
れ
、
小
児
科
循
環
器
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
胎
児
心

機
能
異
常
が
疑
わ
れ
る
妊
婦
管
理
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
外
来

で
は
、
専
門
性
を
高
め
た
高
度
な
医
療
が
提
供
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
、
婦

人
科
悪
性
腫
瘍
の
鑑
別
診
断
を
主
目
的
と
し
た
「
婦
人
科
エ
コ
ー
外
来
」
が
、

高
年
初
産
婦
を
対
象
と
し
た
「
ル
ピ
ナ
ス
外
来
」
が
新
設
さ
れ
た
。
ま
た
、

婦
人
科
に
お
い
て
臨
床
病
理
検
討
会
（
Ｃ
Ｐ
Ｃ
）
の
月
一
回
の
開
催
や
、
産

婦
人
科
一
般
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
を
学
ぶ
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
」

の
月
一
回
の
開
催
が
開
始
さ
れ
、
卒
後
教
育
に
も
力
が
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

産
婦
人
科
病
棟
婦
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
渡
辺
美
登
里
氏
が
退
職
さ
れ
、

後
任
に
荒
木
理
恵
氏
が
産
科
病
棟
新
師
長
に
就
任
し
た
。

　

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）、
田
中
教
授
は
七
月
に
第
四
十
六
回
日

本
婦
人
科
腫
瘍
学
会
を
主
催
さ
れ
、
朱
鷺
メ
ッ
セ
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

初
期
研
修
医
の
学
会
費
等
を
学
会
側
で
負
担
す
る
と
い
田
中
教
授
の
斬
新
な

ア
イ
デ
ア
に
よ
る
画
期
的
な
試
み
も
手
伝
っ
て
千
名
を
超
え
る
参
加
者
を
迎

え
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
同
学
会
で
は
、
八
幡
講
師
がInternational 

Sym
posium

を
担
当
し
「O

besity and Endom
etrial Cancer

」
と
題

し
て
、
西
野
幸
治
助
教
がW

ork shop

を
担
当
し
「
喫
煙
と
子
宮
頸
癌
」

と
題
し
て
発
表
し
た
。
ま
た
三
月
に
行
わ
れ
た
第
十
九
回
腎
と
妊
娠
研
究
会

に
お
い
て
高
桑
病
院
教
授
が
教
育
講
演
を
行
い
「
抗
リ
ン
脂
質
抗
体
陽
性
不

育
症
に
対
す
る
治
療
に
関
す
る
考
察
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。
人
事
面
で

は
、
高
桑
病
院
教
授
が
十
月
よ
り
周
産
母
子
セ
ン
タ
ー
教
授
に
就
任
さ
れ
、

国
公
立
大
学
で
は
全
国
で
初
の
周
産
母
子
セ
ン
タ
ー
の
専
任
教
授
と
な
っ

た
。
研
究
面
で
は
、
田
中
教
授
は
文
部
省
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｂ
「
上
皮

間
葉
移
行
誘
導
の
分
子
機
構
解
析
に
よ
る
上
皮
性
卵
巣
が
ん
の
浸
潤
・
転
移

の
病
態
解
明
」
研
究
班
を
組
織
し
、
卵
巣
が
ん
の
病
態
解
明
に
尽
力
さ
れ
る

と
と
も
に
、
そ
の
研
究
成
果
を
第
六
十
八
回
日
本
癌
学
会
、
第
百
回
、
第

百
一
回
ア
メ
リ
カ
癌
学
会
で
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
文
部
科
学
省
「
個
人
の
遺

伝
情
報
に
応
じ
た
医
療
の
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
第
二
期
）」
内
の
「
ゲ
ノ

ム
全
域
関
連
解
析
に
よ
る
子
宮
内
膜
症
感
受
性
遺
伝
子
の
同
定
」
を
担
当
さ

れ
た
。

　

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
年
）、
新
潟
大
学
産
科
婦
人
科
学
教
室
は
開

講
百
周
年
を
迎
え
、
六
月
二
十
七
日
に
百
周
年
記
念
行
事
が
行
わ
れ
た
（
記

念
行
事
に
つ
い
て
は
別
記
）。
田
中
教
授
は
七
月
に
新
潟
大
学
医
歯
学
総
合

病
院
生
命
科
学
医
療
セ
ン
タ
ー
長
の
中
田
光
教
授
と
と
も
に
第
十
六
回
日
本

家
族
性
腫
瘍
学
会
を
主
催
さ
れ
、
朱
鷺
メ
ッ
セ
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
同
学

術
集
会
で
は
八
幡
講
師
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
担
当
し
「
日
本
人
に
お
け
る
遺

伝
性
乳
癌
／
卵
巣
癌
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。
ま
た
十
月
に
行
わ
れ
た
第

二
十
五
回
日
本
更
年
期
医
学
会
に
お
い
て
八
幡
先
生
が
教
育
講
演
を
行
い

「
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
肥
満
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。
臨
床
面
で
は
、
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四
月
一
日
に
新
潟
大
学
医
歯
学
総
合
病
院
が
、
周
産
期
医
療
に
関
し
て
新
潟

県
か
ら
「
総
合
周
産
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
」
の
指
定
を
受
け
、
こ
れ
に
合
わ

せ
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
周
産
母
子
セ
ン
タ
ー
」
か
が
「
総
合
周
産
母
子
医
療

セ
ン
タ
ー
」
に
改
組
さ
れ
た
。
施
設
設
備
は
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
が
六
床
か
ら
九
床
に

増
床
さ
れ
、
Ｍ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
母
体
・
胎
児
集
中
管
理
病
床
）
六
床
が
新
た
に

整
備
さ
れ
た
。
異
常
新
生
児
の
管
理
用
病
床
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
継
続

保
育
用
ユ
ニ
ッ
ト
（
Ｇ
Ｃ
Ｕ
）
十
二
床
と
合
わ
せ
て
二
十
一
床
と
な
っ
た
。

Ｍ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
准
個
室
ユ

ニ
ッ
ト
が
採
用
さ
れ
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
も

注
意
が
払
わ
れ
、
患
者
三

名
に
対
し
て
看
護
師
一
名

の
手
厚
い
看
護
体
制
が
し

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
七
年
間
婦
人
科
病
棟

婦
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
た

風
間
真
理
子
師
長
の
移
動

に
伴
い
、
四
月
後
任
に
佐

竹
紀
代
美
氏
が
新
婦
長
に

就
任
し
た
。
人
事
面
で
は

七
月
に
八
幡
講
師
が
准
教

授
に
昇
任
し
た
。

H1年10月、田中教授就任祝賀会、H1年度同窓会会報より

H5年9月、北日本連合地方部会新潟開催、H5年度同窓会会報より
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H9年5月、運動会応援の様子、
H9年度同窓会会報より

H10年8月、新潟まつり民謡流し、
H10年度同窓会会報より

H11年7月、田中教授開講10周年記念、H11年度同窓会会報より
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H11年7月、田中教授開講10周年記念
H11年度同窓会会報より

H13年度、同窓会会報より
旧病棟と当時完成した新病棟の様子

H18年4月、
日産婦学会を主催（横浜）
H18年度同窓会会報より

H18年4月、
日産婦学会を主催（横浜）
H18年度同窓会会報より
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H18年4月、日産婦学会、他大学先生方との会食にて、
後列左2番目に田中教授

H18年4月、日産婦学会、田中教授
学会場内大凧の下にて

H20年度忘年会同窓会、田中教授就任20周年、
金澤先生祝辞

H20年度忘年会同窓会、田中教授就任20周年、
高桑教授より目録贈呈

H20年度忘年会同窓会、田中教授（左）と壇上に有波先生
（万歳三唱の直前か）
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T3年3月当時、新潟医学専門学校平面図
新潟大学医学部七十五年史T3年3月当時、新潟医学専門学校平面図拡大

このときの臨床教室は、内科、外科、小児科、眼科、
産婦人科、耳鼻科
新潟大学医学部七十五年史

S13年当時、新潟医科大学平面図、
新潟大学医学部七十五年史

S22年当時、新潟医科大学平面図、
新潟大学医学部七十五年史

産婦人科

S27年当時、医学部附属病院平面図、
新潟大学医学部七十五年史
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歴代教授年表

鈴木正彦先生、S45.7月～、杏林大学医学部教授

○1910（M43）/9～ 足立捨次郎　初代教授

○1921（T10）/8～ 上野道故　二代教授

○1938（S13）/7～ 中山栄之助　三代教授

○1963（S38）/8～ 鈴木雅洲　四代教授
 　1970（S45）/7 鈴木正彦 杏林大学医学部教授

○1971（S46）/3～ 竹内正七　五代教授
 　1974（S49）/4 廣井正彦 山形大学医学部教授
 　1984（S59）/4 半藤保 香川医科大学医学部教授

○1989（H1）/8～ 田中憲一　六代教授
 　1992（H4）/4 金澤浩二 琉球大学医学部教授
 　2006（H18）/4 青木陽一 琉球大学医学部教授
 　2009（H21）/10 高桑好一 新潟大学医歯学総合病院
 　　　　　　　　　　　　　　　　総合周産期母子医療センター教授

廣井正彦先生
S49.4月～　山形大学医学部教授
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半藤保先生
S59.4月～
香川医科大学医学部教授

金澤浩二先生　H4.4月～　琉球大学医学部教授

青木陽一先生　H18.4月～　琉球大学医学部教授
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高桑好一先生　H21.10月～　新潟大学医歯学総合病院、総合周産期母子医療センター教授

記念植樹
　　　医学部東研究棟前
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初代　足立捨次郎教授が
　　　　　　　愛用された顕微鏡
（CARL ZEISS 1911年製）

読売新聞、H13/8/15朝刊、1面記事

新潟日報、H20/8/29朝刊
NHK「おはよう日本」でも紹介され、

サンケイ、毎日新聞といった全国紙にも掲載

同窓会員の活躍（１）

BSNテレビ　H22/6/19放映、医の歩み１世紀
新潟大学医学部
　　　　100周年特別番組より

エイズウイルス感染者
の精液からウイルスだ
けを取り除く分離フィ
ルターを開発
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同窓会員の活躍（２）

新潟日報　H22/3/18
にいがた医療最前線
シリーズ「卵巣癌」

現在の産婦人科医局入口付近
（医学部東研究棟2F）

聖隷浜松病院（鳥居裕一副院長（S48卒），以下５名の同窓先生方）

胎児鏡下胎盤吻合血管レーザー焼灼術（FLP）
現在国内での施行症例は計300例を超えている

（聖隷浜松病院HPより）
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あ
と
が
き

　
「
新
潟
大
学
医
学
部
五
十
年
史
」「
新
潟
大
学
医
学
部
七
十
五
年
史
」「
新

潟
大
学
医
学
部
百
年
の
あ
ゆ
み
」
に
記
載
さ
れ
た
教
室
の
沿
革
、
変
遷
を
も

と
に
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
の
産
科
婦
人
科
学
教
室
の
百
年
間
の
あ
ゆ
み
を

活
字
で
つ
づ
っ
た
。

　

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
各
教
授
時
代
に
ま
つ
わ
る
楽
し
い
、
心
温
ま
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
掲
載
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
新
潟
大
学
産
科
婦
人
科

学
教
室
「
同
窓
会
会
報
」
に
多
数
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
ご
参
照
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

そして次なる１世紀
　　　　　　さらなる飛躍を目指して

我々は常に翔び続ける！
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平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
七
日
（
日
曜
日
）
に
、
産
婦
人
科
開
講
百
周
年

記
念
講
演
会
・
記
念
式
典
が
ホ
テ
ル
日
航
新
潟
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
県
内
外
よ
り
一
五
〇
名
余
の

同
窓
の
先
生
方
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
日
航
で
の
記
念
行

事
に
先
立
ち
、
午
後
一
時
か
ら
新
潟
大
学
医
学
部
構
内
に
お
い
て
記
念
植
樹

式
が
と
り
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
鈴
木
雅
洲
前
教
授
、
田
中
憲
一
教
授
、

佐
々
木
繁
同
窓
会
会
長
、
田
中
義
一
先
生
に
土
か
け
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

植
樹
式
が
終
了
し
ま
し
た
。
樹
木
は
ク
ロ
マ
ツ
で
産
婦
人
科
医
局
の
す
ぐ
下

の
植
樹
ス
ペ
ー
ス
の
最
前
列
の
最
も
目
立
つ
と
こ
ろ
に
産
婦
人
科
開
講
百
周

年
記
念
と
記
し
た
石
碑
と
と
も
に
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
一
度
ご

覧
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

雨
中
の
植
樹
式
の
後
、
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
で
ホ
テ
ル
日
航
新
潟
へ
移
動

し
、
全
体
の
記
念
撮
影
後
、
午
後
二
時
か
ら
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ま
ず
田
中
憲
一
教
授
に
よ
り
開
講
百
周
年
ま
で
の
あ
ゆ
み
を
、
思
い
出

の
写
真
を
呈
示
し
な
が
ら
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
武
藤
輝
一
元

学
長
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
、
産
婦
人
科
開
講
か
ら
こ
れ
ま
で
の
沿
革
を

楽
し
く
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
式
典
に
先
立
っ
て
当
日
出
席
さ

産
婦
人
科
開
講
百
周
年
記
念
講
演
会
・
式
典

048-050百周年講演id6.indd   48048-050百周年講演id6.indd   48 15/07/22   18:4815/07/22   18:48
プロセスシアンプロセスシアンプロセスマゼンタプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスイエロープロセスブラックプロセスブラック



－ 49 －

048-050百周年講演id6.indd   49048-050百周年講演id6.indd   49 15/07/22   18:4815/07/22   18:48
プロセスシアンプロセスシアンプロセスマゼンタプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスイエロープロセスブラックプロセスブラック



－ 50 －

れ
た
同
窓
会
在
籍
五
十
年
以
上
の
二
十
三
名
の
先
生
方
に
、
感
謝
状
と
記
念

品
（
佐
渡
無
名
異
焼
き
湯
呑
み
茶
碗
）
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た

二
十
三
名
の
先
生
は
以
下
の
通
り
で
す
。

田
中
義
一
先
生
、
小
山
淑
文
先
生
、
鈴
木
雅
洲
先
生
、
初
野
弥
一
先
生

畠
野
正
規
先
生
、
高
橋
信
二
郎
先
生
、
斎
藤
金
三
郎
先
生

馬
場
一
郎
先
生
、
吉
川
英
世
先
生
、
鈴
木
正
彦
先
生
、
荒
川
義
衛
先
生

堀　

博
先
生
、
青
木
智
先
生
、
富
樫
哲
太
郎
先
生
、
山
﨑
邦
夫
先
生

村
田
房
雄
先
生
、
山
田
昇
先
生
、
後
藤
司
郎
先
生
、
村
井　

惇
先
生

星
野
茂
夫
先
生
、
岡
田
正
俊
先
生
、
廣
井
正
彦
先
生
、
佐
々
木
繁
先
生

　

ま
た
、
会
場
に
は

・
過
去
の
同
窓
会
誌

・
地
方
部
会
誌

・
歴
代
教
授
写
真
＋
そ
れ
ぞ
れ
の
教
授
任
期
中
の
代
表
的
写
真

・
初
代
足
立
捨
次
郎
教
授
使
用
顕
微
鏡

・
子
宮
頸
管
拡
張
器
（
大
正
八
年
（
一
九
一
九
年
）
八
月
購
入
）

・
レ
オ
ポ
ル
ド
触
診
法
掛
軸
（
昭
和
十
一
年
八
月
）

な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
時
間
の
式
典
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
十
七
時
に
散
会
と
な
り
ま
し

た
。
式
典
参
加
者
に
は
開
講
百
周
年
の
記
念
品
と
し
て
初
代
足
立
捨
次
郎
教

授
の
ゆ
か
り
の
顕
微
鏡
写
真
入
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
扇
子
を
お
持
ち
帰
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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